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1.研究背景 
1.1 非常時と「パニック反応」 
予測不可能な非常時には、混乱や動揺から、個人が無我夢中で行動をすることがあると
知られている。岡部（1983）はこれを「パニック反応」と呼び、特に災害時においては、
個人だけでなく、情報過程と社会過程の関係（普段複雑で分かりにくい社会的情報伝達の
プロセス）も顕在化する、ともしている。以上より、非常時は平時とは異なる姿が見られ
る機会と敷衍することが可能である。そこで、筆者は、本音である非常時の思想と平時の
思想との間に差異は見られるのか、あるとすればどんなものかについて興味を抱いた。 
 
1.2 非常時の事例 
本研究では、情報過程と社会過程の関係が顕在化することから、非常時を天災時とし、
以下の 3 点から関東大震災を非常時の事例とする。 
まず、誰にとっても予測不可能である点が挙げられる。予測不可能でなければ、平時と
の差異が薄くなってしまうためだ。広辞苑の「事変」の項には、天災の他に戦争が例とし
て挙げられているが、戦争はほとんどの場合、相手国との関係性の上に成り立つものであ
り、突然起こることは尐ない。さらに、軍人や政治家など、特定の職業に就く人間は戦争
が勃発することに対して情報があり、予測不可能な非常事態に対する反応と必ずしも断言
できないため、天災を選択した。 
次に、発生から一定年数が経過している点である。つまり、天災から一定期間が経過し
ていれば、対象者の平時に対して通説的理解が形成され、当時の状況が明らかにされてい
るためと言える。非常時を明らかにするために平時と比較する必要がある本研究では、こ
の点は必須となる。関東大震災は 1923 年に発生しており条件に該当する。 
最後に、相対的に多数、かつ広範囲の人間に影響を与えている点である。本研究では人
物同士の思想比較も行う箇所があるため、対象人数がある程度必要となる。関東大震災は、
人口・官庁共に集中する首都圏一円を襲った災害であり、被災人口が 20 万人を超えている
ことからこれに該当する。 
以上の理由から、本研究では非常時の事例として関東大震災を選択した。これ以後、本
発表における「震災」とは関東大震災を指す。 
 
1.3 関東大震災 
 関東大震災は 1923 年 9 月 1 日午前 11 時 58 分発生の、相模灘北西部を震源とするマグ
ニチュード 7.9 の関東地震によって発生した地震災害である。被災県は 1 府 6 県におよび、
死者・行方不明者は合わせて 10 万 5000 人、住家全壊 10 万 9000 余、半壊 10 万 2000 余、
焼失 21 万 2000 余にのぼる。主に東京では、地震後の火災によって被害が拡大した。また、
震災の混乱に際して、朝鮮人虐殺事件・甘粕事件などの社会的事件が発生した。一方で、
震災は当時の日本経済に大きな経済的損失を与えた。これによる財政圧迫は、昭和 2 年の
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金融恐慌のきっかけとなったとされる。以上のことなどから、関東大震災は日本近代史の
大きな転換点としても語られることがある。 
 
1.4 研究対象 
個人の思想をみる研究対象として、本研究では、軍人と政治家の日記や書簡を扱う。 
軍人と政治家を研究対象の執筆者とする理由は以下の 3 点である。1 点目は文筆が職業で
ないことである。これは、文筆が職業である場合、日記や書簡に作品としての一面があり、
脚色や誇張表現がなされる可能性があるためである。2 点目は、対象者の平時の思想を調査
しやすい点である。本研究では、非常時と平時の比較を主眼に置くためこの点は必須とな
る。3 点目は震災前後の対象資料が残りやすい点である。 
日記や書簡を扱う理由は以下の 3 点である。まず日記のような私的な文書が公表を前提
にしておらず、出版物よりも相対的に自分の意見を書きやすいこと。次に近代期は出版物
に対し検閲があった時期もあり、自分の意見の表現が難しい可能性があったこと。このた
め回想記・出版物は補足として扱う。最後はリアルタイムに書かれること。これは、回想
録など数年後から書くものは、記憶の美化などの可能性があるためである。 
また、本研究での日記の定義は、手帖やメモ書きと判別するために、毎日の出来事や感
想などの記録といった辞書的な定義に加え、書かれた日が判別可能で、継続的に書かれて
いることを条件とする。また、書簡に関しては執筆者が出した郵便物を指す。 
 
1.5 用語解説 
○災害観 
災害観とは仲田（1999）によれば、一般人の抱く災害意識・災害イメージとされる。換
言すれば、天災を個人がどう捉えるかということである。具体例を挙げると、天譴論や運
命論、科学的災害防止可能論などがある。各災害観の定義は、天譴論は天がこらしめのた
めに災害をおこす、運命論は天災にあって生きるか死ぬかは、一人一人の定められた運命
によって決まっている、科学的災害防止論は、災害は自然現象であり、結局のところ科学
技術によってこれを克朋できるという考え方である。本研究では、天譴論と運命論は災害
に対して合理的に立ち向かう原動力にはならないことから非合理的な災害観としている。 
 
○通説的理解 
 通説的理解とは、その人物が一般的にどう捉えられているかのことである。言い換える
と、高校の教科書や百科事典など、比較的誰でも触れる資料においてどんな記述がされて
いるかということでもある。 
 
○リベラル／アンチリベラル 
 本研究では、リベラルは個人の自由を普遍的価値とみなす自由主義的な思想全般を指し、
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アンチリベラルは保守主義的思想を指す。 
○朝鮮人虐殺事件 
大震災発生直後の 9 月 1 日午後 3 時以降、東京や横浜などで、社会主義者及び鮮人の放
火や不逞鮮人が暴動を起こしているなどの風説が広がり、恐怖した市民はこれらの風説を
信じ、各地で自警団を組織し、官憲と共同で多数の朝鮮人や中国人を虐殺した。現在では、
約 6000 名の朝鮮人が虐殺されたと推定されている。 
 
○甘粕事件 
関東大震災後の 1923 年 9 月 16 日に東京憲兵隊麴町分隊長甘粕正彦らが無政府主義者大
杉栄らを計画的に殺害した事件。大震災による戒厳令下で甘粕は東京憲兵隊特高課の森慶
次郎曹長と大杉を探索し、この日大杉が妻伊藤野枝と神奈川県鶴見に弟の勇を見舞い、7 歳
のおい橘宗一をつれて帰宅するところを東京憲兵隊本部に連行し、3 人を絞首し、死骸を構
内の古井戸に埋めさせた。 
 
2.先行研究 
関東大震災における複数の日記を扱う先行研究は、文学史の分野で浦西（1989）、槌田
（1992）、川本（2011）のように、震災当日の文筆家の所在や震災時の行動を併記した研究、
もしくは、関東大震災がその後の昭和文壇に与えた影響を探る研究が主流である。 
また、震災後の天災に関わる思想、特に災害観を扱った研究としては、仲田（1999）、廣
井（1995）などが挙げられる。なかでも、本研究と同じく震災時の日記を主に扱い、災害
観の中でも天譴論に焦点を当てた研究としては、1 人の学生の日記から天譴論そのものの 2
側面を論じた後藤（1996）がある。 
 しかしながら、本研究のように日記を非常時と平時に分け、複数人の思想を扱ったもの
は管見の限り見当たらない。 
 
3.研究目的 
本研究の目的は、軍人や政治家の日記・書簡における記述内容を対象者ごとに比較し、
非常時と平時との思想に差異があるか否かを明らかにすることとする。 
 
4.研究方法 
本研究での研究方法は文献調査とする。対象は軍人や政治家の日記、書簡、百科事典や
高校教科書の記述を用いる。 
研究の具体的な手順としてはまず、内閣名簿や各省庁の名簿、『日本陸海軍総合事典』な
どを参考に軍人や政治家の日記所在の調査を行う。対象とする執筆者の条件は、軍人また
は政治家であること、1923 年 9 月の日記・書簡が現存していること、1923 年 4 月から 1923
年 8 月 31 日の平時に日記・書簡が現存している、または執筆者の通説的理解が調査可能で
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あることの 3 点である。本研究では、以上の条件に適合した 10 人の日記・書簡を対象とし
た。内訳は陸軍軍人 2 人、海軍軍人 2 人、文官政治家 6 人の計 10 人である。 
次に現存が確認された日記・書簡から、対象期間内における政治や軍事、災害観などの
執筆者の思想が出やすい話題の記述を段落単位で選別する。つまり、対象とする記述は日
記・書簡いずれも 1 段落が 1 単位となる。しかし、段落わけは人により 1 段落の分量が異
なり、翻刻されている資料の場合、編者によって分けられている可能性があることをここ
で断っておく。このため、段落数比較の際は同じ人物の平時と非常時とでのみ比較を行い、
人物同士の累計段落数同士は比較しない。以上の対象期間は、震災前平時が 1923 年 4 月 1
日から震災発生前日である同年 8 月 31 日、非常時は震災発生の 1923 年 9 月 1 日から同年
末 12 月 31 日までとした。 
 段落毎に選別した日記・書簡は、非常時と平時でその内容を比較する。思想比較の方法
としては、定量的比較と定性的比較を用いる。定量的比較は段落毎に分類し、その段落数
を執筆者毎に数え、数の多い方を執筆者の思想とみる方法である。本研究では 1 段落につ
き、後述の合理性とリベラルか否かを別に計数する。一方、定性的比較は定量的比較の分
類を行った後で得られた執筆者本人の思想の傾向と矛盾する記述や、政治的な意見が出や
すい震災後の社会的事件についての記述、震災を経て得られた災害観がある場合に執筆者
本人の思想と比較を行う。 
思想比較の観点は、記述内容がリベラルであるか否か、合理的であるか否かとした。ま
ず、リベラルとは、一般的には自由主義的な考え方全般を指す。本研究では、政治・軍事
に関して自由主義的な記述（多様な価値観を認める、諸個人の自由を認める、すべての市
民の政治的自由を擁護するなどの記述）をリベラル、保守主義的な記述をアンチリベラル
として分類する。他方、合理・非合理は記述に合理的な考え方が表れているものを合理と
し、迷信などを根拠もないまま信じるような非合理的記述は非合理とした。このため、1 つ
の段落に最大で合理性・リベラルか否かの 2 つの評価が付けられる。リベラル・アンチリ
ベラル、合理・非合理の分類は共に、分類不可能なものは分類をせず、各分類の段落数に
も入れないこととする。リベラルと合理的、アンチリベラルと非合理的はおおむね対応し
ているが、例外もある。このため、対応していない場合は定性的比較の中で詳しく見てい
く。 
また、平時の思想については日記・書簡だけでなく『詳説日本史』（山川出版社）や『世
界大百科事典 第 2 版』（平凡社）を扱う。期間中の対象者について、リベラルか否かの観
点で個人の通説的理解を析出したものと、職業や所属の通説的理解を日記・書簡の段落数
と合わせて平時の思想とする。 
職業による通説的理解については、日本の旧陸海軍を例として解説する。軍人は他の職
業、本研究でいえば政治家などに比べれば、アンチリベラルであると言えるが、山口（2005）
によれば、一般的には海軍は柔軟で非権力的、合理的なイメージがつき、陸軍には硬直し
た組織としての体質や権力的、非合理的イメージがあるとしている。換言すると、海軍に
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はリベラルかつ合理的、陸軍にはアンチリベラルかつ非合理的な通説的理解があると言え
る。以上の分類を軍人であれば陸海、政治家であれば所属する政党や団体で行う。 
 
5.結果 
5.1 石原莞爾 
石原莞爾（1889-1949）は、陸軍軍人。思想団体国柱会（日蓮主義）会員。著書に日蓮宗信
仰と欧州戦史研究から書かれた『世界最終戦争論』がある。1928 年、著書内の最終戦争に
向けた満蒙領有論に基づき、満州事変を指導する。教科書では、満州事変の実行者として
記述されており、陸軍の通説的理解がアンチリベラルであることから、石原はアンチリベ
ラルな通説的理解があるとする。 
また、震災当時の石原はドイツに駐在中のため、震災に関する記述は 9 月 2 日から始まり、
日本の状況が分からないことから苦しむ様子などが綴られている。 
 
5.1.1 平時の記述 
石原の震災前平時における書簡の分類は、合理的な記述が 2 件、非合理的な記述が 7 件、
リベラルな記述が 1 件、アンチリベラルな記述が 3 件であった。つまり、非合理的かつア
ンチリベラルな記述が多い。 
個別の内容としては、ドイツ駐在期の書簡であるためか、日本国内の政治や軍事について
の記述が尐ない。ただし軍事については、第一次世界大戦後のハイパーインフレを肌で感
じ、戦争について考える記述がある。例えば、1923 年 4 月 16 日の書簡では、ドイツの役
人や軍人の家族が特に貧しい生活を強いられているということに対し「社会ノ動揺甚シキ
無理ナキ次第也。恐ルベキハ戦争ナル哉。」１）と感想を書く。一見すると軍人らしからぬ戦
争観であり、アンチリベラルな全体の評価と矛盾する。しかし、これは同年 4 月 29 日の書
簡で石原本人が書いている通り、「日蓮主義ノ大平和観」２）に基いているためである。この
時既に石原は日蓮主義による仏教教団である国柱会に属しており、その信仰と戦史研究か
ら後に『世界最終戦争論』が執筆されたことは『世界大百科事典第 2 版』にも記述がある。
また、対象書簡の解題では、後述の非常時の時期に『世界最終戦争論』と類似した記述が
あることから、関東大震災によって着想したのではないかという指摘がなされている。 
 
5.1.2 非常時の記述 
 石原の非常時における書簡の分類は、合理的な記述が 1 件、非合理的な記述が 29 件、リ
ベラルな記述が 2 件、アンチリベラルな記述が 25 件であった。つまり、平時と同じく非合
理的な記述とアンチリベラルな記述が多い。これは平時と非常時の間に差異がないという
ことである。 
 石原の非常時の記述内には、災害観と社会的事件への反応の両方がある。 
まず、災害観は震災翌日の 9 月 2 日、石原にとっては震災の知らせを受け取ったその日に
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書かれている。「無意味ノ、天変地妖トノミ見ル能ハザルベシ。世界統一。一閻浮提未曾有
ノ大闘諍。本門戒壇ノ建立。時期ハ日ニ日ニ切迫シツツアルコト各方面ヨリ見テ明也。ボ
ヤボヤスベキ時ニアラズ。先速ニ立憲養生会ノ天下トナサザルベカラズ。」３）この部分の主
語は震災であり、石原はこの日から既に震災を天変地異として見ていない。では、石原に
とって震災とは何なのか、それは 9 月 14 日に「此度ノ地震ハ地涌ノ大菩薩、再ビ世ニ出現
シ給フベキ兆ナリ」４）と書かれている。地涌の菩薩とは、『大辞林第三版』によれば「釈迦
が本門の教えを説いたとき地中から出現した菩薩。過去に釈迦の教化を受け，窮極の真実
を実現する菩薩とされ，日蓮宗で重視される。本化（ほんげ）の菩薩。」５）とされ、石原は
その出現から、大戦乱が起こり、その後に日蓮による世界統一と本門戒壇が建立される時
期が近いと書いている。同 14 日の書簡では、その期間は 20～30 年後であり、自分も役に
立ちたいという趣旨の文章が続く。また、9 月 23 日には「兎ニ角、此大地震ノ惨害ハ真ニ
恐ルベキモノナリ。然シ毎度申ス如ク、天ノ試練デアリ、天ノ警告デアル。」６）と天譴論の
ような側面があることが示されている。天譴論は災害観の中でも非合理的な思想であるこ
とから、平時・非常時を通した石原の記述とは矛盾しない。 
 石原の社会的事件への反応は、非合理でアンチリベラルという平時・非常時を通した傾
向とは異なる。それは 10 月 3 日、甘粕事件の詳細を知り、「大杉栄ハ目下日本ニ於ケル偉
大ナル人物ノ一人ト思フ小生ハ、彼ヲ殺スコトニ同意シ難キモ、然シ口ニ憤慨シナガラ実
行ノ意気ナキ者共ノ集合シアル今日、甘粕ノ行為ハ讃嘆ニ価ス。」７）と無政府主義者大杉栄
を偉人とする一方で、信念の為に大杉を殺害した甘粕正彦大尉の行動に感心するという箇
所である。アンチリベラルな傾向を持つ石原が、無政府主義者という自分とは異なる思想
を持つ存在を偉人として認めるという逆説がこの記述にはある。さらに、石原以外の職業
軍人たちは陸海軍の所属を問わず、大杉は殺されても仕方ない人間であるが、殺害の手段
や時機において問題がある、つまり実行に移したことに問題があるという感想であり、石
原とは真逆の評価を下している。 
 
5.2 宇垣一成 
宇垣一成（1868-1956）は陸軍軍人・政治家。1911 年の山本権兵衛内閣で行われた陸軍大
臣現役武官制の廃止に反対。1924 年清浦内閣の陸相に就任後、加藤高明内閣、若槻礼次郎
内閣でも陸相を留任。加藤内閣の時に陸軍大臣として軍備縮小を断行した。教科書での記
述は軍縮を行った陸軍大臣というリベラルな通説的理解である。一方で陸軍軍人であるこ
とから、職業としてはアンチリベラルな通説的理解を持つ。このため、個人としての通説
的理解はリベラル寄りとする。 
宇垣は震災当時、陸軍教育総監部本部長であり、東京府竹橋門内の教育総監部にいた。し
かし日記は 9 月 3 日からとなっている。 
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5.2.1 平時の記述 
宇垣の平時における日記の分類は、合理的な記述が 35 件、非合理的な記述が 7 件、リベラ
ルな記述が 8 件、アンチリベラルな記述が 23 件であった。つまり、合理的な記述とアンチ
リベラルな記述が多い。これは、職業的な通説的理解と合致し、個人の通説的理解とは矛
盾する。この場合、平時は記述量の評価を優先し、アンチリベラルという評価になる。 
 
5.2.2 非常時の記述 
宇垣の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 26 件、非合理的な記述が 13 件、リ
ベラルな記述が 6 件、アンチリベラルな記述が 15 件であった。つまり、合理的な記述とア
ンチリベラルな記述が多い。これは平時と非常時の間に差異はないということになる。 
 宇垣非常時の記述内には、災害観と社会的事件への反応の両方がある。 
 災害観は、震災後の記述が始まった翌日、9 月 4 日の日記に「物質文化を憧憬し思想壊頽
に対する懲戒として下されたる天譴としか思へぬ様な感じが、今次の震火災に就て起りた
り。」８）とある。つまり、宇垣の災害観は天譴論である。天譴論は非合理な災害観であるた
め、ここでは宇垣の平時・非常時を通した記述の評価とは矛盾する。 
 また、社会的事件に対する反応としては、9 月 19 日の甘粕事件への反応「彼の志や諒と
すべきも其時機と手段に於ては甚遺憾とすべきである。」９）が挙げられる。彼というのは、
実行犯とされる甘粕正彦大尉であり、実行には遺憾という感想を記しつつも、大杉栄を殺
すという志に対して宇垣は肯定的である。つまり、自分と異なる思想を認めないという点
においてアンチリベラルな発言であるといえる。以上は平時・非常時を通した記述の評価
とは矛盾しないが、個人の通説的理解とは矛盾する。 
 
5.3 内田康哉 
内田康哉（1865-1936）は外交官・政治家。1901 年以降、駐清大使、駐オーストリア大使、
駐米大使、駐露大使を歴任。第 2 次西園寺公望内閣と原敬内閣で外相を務め、後者ではシ
ベリア出兵に反対、ワシントン会議に対処した。教科書には内田の記述は無いため、『世界
大百科事典第 2 版』を参照すると、1918 年に原敬内閣で外相を務め、シベリア出兵に反対、
ワシントン会議に対処したとされる。出兵に反対すること、日本が実際に軍縮を行った会
議への対処から、内田はリベラルな通説的理解を持つとする。また内田は官僚出身であり、
政治家も職業として決まった通説的理解がないため、職業による通説的理解はないとする。 
震災時の内田は 8 月 24 日に加藤友三郎首相が病死したため、9 月 2 日まで臨時首相を務め
ていた。対象期間中、8 月 24 日以前は、加藤内閣の外相を務めていた。 
 
5.3.1 平時の記述  
内田の平時日記では、事実の羅列以外の政治・軍事に関する記述が 1 件のみのため、平時
の評価を個人の通説的理解と同様とする。 
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5.3.2 非常時の記述 
内田の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 3 件、非合理的な記述が 0 件、リベ
ラルな記述が 2 件、アンチリベラルな記述が 1 件であった。つまり、合理的な記述とリベ
ラルな記述が多いと言える。これは平時の通説的理解とは矛盾せず、平時と非常時の間に
差異は無いということになる。 
 また、災害観や社会的事件に対する反応は内田の日記には見られない。 
 
5.4 小川平吉 
小川平吉（1870-1942）は弁護士・政治家。日露戦争時は対露同志会で主戦論を唱え、講和
条約反対の日比谷焼打ち事件で下獄。立憲政友会の総裁、加藤高明内閣の法相、田中義一
内閣の鉄相を務める。小川も教科書に記述がないため、『世界大百科事典第 2 版』の記述を
参照する。事典における小川は、日露戦争時に対露同志会に所属し、主戦論を展開、講和
条約に反対し、日比谷焼打ち事件で下獄したとされる。戦争を強く肯定し、職業ではない
が対露同士会という保守主義的な会に所属していたことから、小川はアンチリベラルな通
説的理解を持つとする。 
 震災時の小川は、衆議院議員で東京府の自宅におり、家と家族は全て無事であった。 
 
5.4.1 平時の記述 
小川は対象期間内に日記がないため、平時の評価を個人の通説的理解と同様とする。 
 
5.4.2 非常時の記述 
小川の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 2 件、非合理的な記述が 5 件、リベ
ラルな記述が 1 件、アンチリベラルな記述が 2 件であった。つまり、非合理的な記述が多
く、リベラルな記述よりもアンチリベラルな記述が僅差で多いと言える。これは平時の通
説的理解と矛盾せず、平時と非常時の間に差異が無いということになる。 
小川の非常時の記述内には、災害観のみ記述されている箇所がある。 
小川の災害観は 9 月 6 日の日記に「欧米の個人主義、利己主義は漸次我国に侵入し来りて。
此特得の美風を悪化せんとす。大地震の天譴、庶幾くば国民をして自覚する所あらしめん
ことを。」１０）に表されている。ここでの特得の美風は日本人が個人間の親愛の情が深く、
儒教や仏教由来の諦めの思想があるために災害時には比較的狼狽せずに助け合うというこ
とを指す。これは記述内に天譴という言葉がある通り、天譴論である。これは平時の通説
的理解と矛盾しない。 
 
5.5 加藤寛治 
加藤寛治（1870-1939）は海軍軍人。1921・1922 年のワシントン会議では随員であり、主
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力艦対米比率 7 割を主張し、加藤友三郎全権と対立。1930 年のロンドン軍縮会議において
も補助艦対米 7 割を強硬に主張し、浜口雄幸内閣と対立する。加藤は対象とする教科書に
は掲載されていなかったため、『世界大百科事典第 2 版』のみ参照する。事典における加藤
は、ワシントン会議では随員となり、主力艦対米比率 7 割を主張し、加藤友三郎全権と対
立、1930 年のロンドン海軍軍縮条約調印に際し、補助艦対米比率 7 割を要求し浜口雄幸内
閣と対立する。2 度軍縮に反対し、2 度目は条約批准後に帷幄上奏し軍令部長を辞任したこ
とから、保守的な傾向が強いとみられる。そこで、加藤は個人としてアンチリベラルな通
説的理解を持つとする。職業としては海軍軍人であり、陸軍と比べるとリベラルという通
説的理解である。 
震災当時、加藤は中国東北部の長山列島付近の艦上にいた。このため、無線で日本と連絡
をとり 9 月 6 日には横須賀に寄港する。また、9 日に 2 時間だけ仕事を抜け、家族の無事を
確認する。 
 
5.5.1 平時の記述 
加藤は対象期間内に日記がないため、平時の評価を個人の通説的理解と同様とする。 
 
5.5.2 非常時の記述 
加藤の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 2 件、非合理的な記述が 5 件、リベ
ラルな記述が 0 件、アンチリベラルな記述が 5 件であった。つまり、非合理的な記述とア
ンチリベラルな記述が多いと言える。これは平時の通説的理解と矛盾せず、平時と非常時
の間に差異は無いことになる。 
 加藤の非常時の記述内には、社会的事件に対する反応のみ記述されている箇所がある。 
 加藤の社会的事件への反応は 10 月 8 日の「本日甘粕大尉の公判日なり。彼れの遣口最拙、
恐く物議をかもさん。彼何故に自殺せざりしか。大杉の殺し方は拙の拙、縊殺して井戸に
投じ（妻子と共に）煉瓦を投ぜりと云ふ。日本式ならず。伝統的精神を忘れたり。」１１）と
いう記述である。加藤の記述が今までの執筆者たちと異なるのは、大杉殺害を志としては
肯定的に捉えているか否かが書かれていない点である。また、殺害の方法としては否定的
であり、伝統的精神に則ることを重視している。ここは保守的であり、アンチリベラルで
あると判断可能である。つまり、部分的に平時・非常時と矛盾しないということになる。 
 
5.6 斎藤隆夫 
斎藤隆夫（1870-1949）は政治家・弁護士。立憲国民党、立憲同志会、憲政会、民政党に所
属。浜口雄幸内閣と斎藤実内閣で内務政務次官を、第 2 次若槻礼次郎内閣の法制局長官を
務め、雄弁家として知られる。教科書では、二・二六事件後の粛軍演説を行ったというリ
ベラルな通説的理解が書かれている。政党も震災当時は憲政会と第 2 党ではあるがリベラ
ルな方針をとっていた党に属していた。以上から、斎藤の通説的理解はリベラルとする。 
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しかしながら震災当時、斎藤は震災の前年の選挙で議席を失ったため、弁護士をしていた。
このため、平時・非常時を通して政治に関われないこと、することがないことに対して苦
しむ記述が度々出現する。また、震災によって家と家財がほとんど燃えてしまうが、家族
は無事であった。 
 
5.6.1 平時の記述 
斎藤の平時における日記の分類は、合理的な記述が 1 件、非合理的な記述が 2 件、リベラ
ルな記述が 4 件、アンチリベラルな記述が 0 件であった。つまり、合理的な記述よりも非
合理的な記述の方が僅差で多く、リベラルな記述が多いと言える。 
 
5.6.2 非常時の記述 
斎藤の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 2 件、非合理的な記述が 3 件、リベ
ラルな記述が 2 件、アンチリベラルな記述が 0 件であった。つまり、合理的な記述よりも
非合理的な記述が僅差で多く、リベラルな記述が多いと言える。これは平時の評価と矛盾
せず、平時と非常時の間に差異はないということになる。 
 また、災害観や社会的事件に対する反応は斎藤の日記には見られない。 
 
5.7 四竃孝輔 
四竃孝輔（1876-1937）は海軍軍人。第一次世界大戦で「津軽」艦長を務める。その後、侍
従武官として大正天皇に仕える。四竃は教科書にも『世界大百科事典第 2 版』にも記述が
ない。海軍軍人という職業はリベラル寄りと判断可能であり、天皇の側近には過激な思想
の者を置かないことから、四竃の通説的理解はリベラル寄りであるとする。 
震災当時四竃は東京府の侍従武官府に居たが、夜には帰宅し、家と家族の無事を確認して
いる。 
 
5.7.1 平時の記述 
四竈の平時における日記の分類は、合理的な記述が 3 件、非合理的な記述が 2 件、リベラ
ルな記述が 2 件、アンチリベラルな記述が 0 件であった。つまり、非合理的な記述よりも
合理的な記述が僅差で多く、リベラルな記述が多いと言える。これは職業による通説的理
解とも合致する。 
 
5.7.2 非常時の記述 
四竈の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 11 件、非合理的な記述が 10 件、リ
ベラルな記述が 4 件、アンチリベラルな記述が 10 件であった。つまり、非合理的な記述よ
りも合理的な記述が僅差で多く、アンチリベラルな記述が多いと言える。これは平時の記
述比率と矛盾し、平時と震災時の間に何らかの差異があることになる。 
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 四竃の平時と非常時の差異は、まず自分の思想を表現した日記の段落数の増加がある。
平時の四竃は自分の思想を書かない。平時の対象期間に計数した記述の多くは、皇室を離
れ、海軍連合艦隊の実演に行った際に書かれたものである。また職業柄、震災を機として
摂政殿下（後の昭和天皇）に接触する機会が増加し、その人格や行動について偉大だとす
る記述が増加したり、儀式について震災前と比較するような記述が年末に増えたりしてい
ることも差異の一つである。 
 四竃の非常時の記述内には、震災観と社会的事件への反応の両方がある。 
 震災観は、9 月 26 日に家族を連れて「明治神宮に参拝し、今回の天譴を免れたる御礼を
黙禱せしむ。」１２）という部分で、原因などについて明言はしていないが、天譴論を肯定し
ていることだけは確認できる。天譴論は非合理的な災害観であるが、これは平時・非常時
の評価とはやや矛盾する。しかし、平時・非常時を通して合理的記述と非合理的な記述の
差が僅かであるため明確な矛盾とは断言不可能である。 
 四竃の社会的事件への反応は、話題になる人物により傾向が異なる。例えば、9 月上旬の
朝鮮人虐殺事件については、9 月 4 日「鮮人に就いて兎角の風評高し」という項において「何
分には施米邦人を先きに、鮮人に容易に及ばざる関係上、饑渇を覚えては邦人の糧食を無
理に強奪するものあり。」１３）と朝鮮人が軽い犯罪を犯していることは認めている一方、「必
ず噂の生ずる所其の真原因あるべきも、また良鮮人にして不幸これら暴徒と同一視せられ
たるもの必らず多かるべく、これらの人にしては実に気の毒に堪へざる次第なり。」１４）と
している。これは、軽い罪で殺されることには問題があるという法的にリベラルな記述で
あるといえる。しかし、9 月 10 日に信頼できる筋から聞いた騒動の原因については社会主
義者や水平社関連の人々を原因としている。また、9 月 4 日に大本教信者が放火をしたとい
う事件について書かれているが、根拠なく犯人が社会主義者ではないかと断定するような
記述があることから、社会主義者に対して良いイメージを抱いていないことは明らかであ
る。甘粕事件でも 9 月 25 日に「国家の蠧毒と信じてこれを殺害したる同大尉の行為は感朋
の外なきも、職責柄世間兎角の批評なき能はず。」１５）という記述をしている。以上から、
四竃の社会的事件への反応はアンチリベラル寄りであり、平時とは矛盾し、非常時とは矛
盾しない。 
 
5.8 西原亀三 
西原亀三（1872-1954）は実業家・政治家。日露戦争後、朝鮮で綿糸布の販売とロシアとの
貿易に従事。この時朝鮮総督だった寺内正毅に知られ、1916 年に帰国、寺内内閣の組閣に
関わる。同年末、寺内首相の私設使節として西原借款を担当する。教科書には掲載されて
いないため、『世界大百科事典第 2 版』の記述を通説的理解とする。事典での西原は西原借
款の担当者であり、西原借款は名義上、中国への過干渉の修正を目的としていることから、
リベラル寄りであるとする。また、職業についての通説的理解はないとする。 
 震災当時の西原は、政治家であり、家族は無事であった。 
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5.8.1 平時の記述 
西原の平時における日記の分類は、合理的な記述が 8 件、非合理的な記述が 0 件、リベラ
ルな記述が 4 件、アンチリベラルな記述が 1 件であった。つまり、合理的な記述とリベラ
ルな記述が多いと言える。これは個人の通説的理解と矛盾しない。 
 
5.8.2 非常時の記述 
西原の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 8 件、非合理的な記述が 0 件、リベ
ラルな記述が 2 件、アンチリベラルな記述が 1 件であった。つまり、合理的な記述が多く、
アンチリベラルよりもリベラルな記述が僅差で多いと言える。これは平時の評価と矛盾せ
ず、平時と非常時の間に差異は無いということになる。 
 また、災害観や社会的事件に対する反応は西原の日記には見られない。 
 
5.9 牧野伸顕 
牧野伸顕（1861-1949）は外交官・政治家。大久保利通の次男であり、後に牧野家の養子と
なる。1880 年に外務省に入り、ロンドン日本公使館勤務。伊藤博文の知遇を受け、福井・
茨城県知事、文部次官、イタリア公使、オーストリア公使を務め、第 1 次西園寺公望内閣
の文相となる。教科書における牧野の記述は大久保利通の息子ということのみであり、事
典における牧野の記述も同じく大久保利通の次男であり、外交官出身であることから、個
人の通説的理解はリベラル寄りとする。職業としては、外交官と政治家であるため、通説
的理解はない。 
 震災当時の牧野は、宮内大臣として栃木県の日光に出向いており、激しい揺れには遭っ
たものの、東京府内の被害を知るのは翌日である。 
 
5.9.1 平時の記述 
牧野の平時における日記の分類は、合理的な記述が 4 件、非合理的な記述が 2 件、リベラ
ルな記述が 5 件、アンチリベラルな記述が 1 件であった。つまり、合理的とリベラルな記
述が多いと言える。これは通説的理解と矛盾しない。 
 
5.9.2 非常時の記述 
牧野の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 6 件、非合理的な記述が 8 件、リベ
ラルな記述が 7 件、アンチリベラルな記述が 8 件であった。つまり非合理的な記述とアン
チリベラルな記述が僅差で多いと言える。これは平時の記述比率と矛盾し、平時と非常時
の間に何らかの差異があることになる。 
 牧野の平時と非常時の差異は、まず自分の思想を表現した日記の段落数の増加がある。
平時の牧野は自分の思想を書くことは尐ない。例外は、8 月 27 日以降、同じく薩派に属す
る山本権兵衛が元老間の話し合いで首相に内定したことに対する喜びの記述である。ただ
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し 8 月 12 日、山本が首相を受けるか否か尋ねて欲しいと言われ、「小生は取合はず、運動
等は一切好まずと断言し置けり。」１６）と政治に対して距離をとるような記述をしている。
しかし、震災後は甘粕事件などに端を発する内閣進退問題など、山本首相に降りかかる問
題について談じる記述が増加した。 
そして牧野も四竃と同じく職業柄、震災を機として摂政殿下に接触する機会が増加し、そ
の人格や行動について偉大だとする記述が増加する。それだけでなく、牧野は 9 月 18 日に
「多数の遭難者は明治天皇様の御世に出生したる人々なるべく、其霊を慰むる方法成立せ
ば明治天皇様も御心安く御思召さるべし」１７）と明治天皇にも気を遣う記述がある。これは
父である大久保利通が尊王攘夷派であったことに由来する可能性がある。 
 非常時の牧野は、社会的事件についてのみ部分的に触れる。それは 11 月 23 日、小村俊
三郎から甘粕事件について陸相が責任を感じており、後藤新平も復興院問題などで苦しい
立場にあり、このままでは内閣は破綻するのではないかと相談された時、「固より内閣問題
となりては又大に考慮を要すべく、夫れまでに到らず治まらずや」１８）と問題を楽観的に捉
えている部分である。また、甘粕事件本体についての反応はない。 
 
5.10 松本剛吉 
松本剛吉（1862-1929）は政治家。元警察官であり、田健治郎の知遇を得、田の背後にいた
山県有朊と通じる。一方で西園寺公望とも通じ、政界の消息通として有名になる。松本は
教科書には掲載されておらず、事典にも記事がないため、職業と人脈から通説的理解を導
き出す。職業は元警察官であり、思想事件の調査で培った諜報能力を武器に西園寺などと
通じることになることから、職業でいえばアンチリベラルであるが、松本を重用した山県
と西園寺はリベラルな人物であることから、震災当時はリベラル寄りであったとする。 
 震災時は衆議院議員であり、東京の自宅で被災する。 
 
5.10.1 平時の記述 
松本の平時における日記の分類は、合理的な記述が 6 件、非合理的な記述が 2 件、リベラ
ルな記述が 3 件、アンチリベラルな記述が 2 件であった。つまり、合理的な記述が多く、
リベラルな記述が僅差で多いと言える。これは通説的理解と矛盾しない。 
 
5.10.2 非常時の記述 
松本の非常時における日記の分類は、合理的な記述が 8 件、非合理的な記述が 1 件、リベ
ラルな記述が 3 件、アンチリベラルな記述が 5 件であった。つまり合理的な記述が多く、
アンチリベラルな記述が多いと言える。これは平時の評価と矛盾し、平時と非常時の間に
何らかの差異があることになる。 
 松本の平時と非常時の差異は、四竃や牧野とは異なる。記述量が震災を機に増加しては
おらず、また、周囲の環境に変化も見られないためである。アンチリベラルな感想が書か
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れた日の話題も、日本人の国民性や摂政殿下のこと、朝見た夢の話など多岐にわたる。た
だし、記述の量自体は増加していないものの、松本も平時から自分の意見をよく書く訳で
はなく、様々な人脈に通じているためか、他人の意見を書くことが多いという部分は他 2
人と共通していると言える。 
 また、非常時の松本の日記には社会的事件について事件そのものではなく、その処置に
ついて書かれている箇所がある。9 月 16 日、湯淺警視総監が震災中の火災について、一件
の放火もなかったと告示したことに対し「鮮人が放火したりと云ふことは別とし、他に放
火したるもののあることは疑ふの余地なきに拘らず、斯く責任者の断言することは他日朝
鮮統治上外国の干渉又は煽動を招くの結果を誘致することなきやを予は憂慮せり。」１９）と
書いている。これは統治問題について保守主義的な考えを述べていること、また、四竃と
比較すると朝鮮人が重大な罪を犯していると認めていることから、アンチリベラルである
とする。これは、非常時とは矛盾しないが、平時と矛盾することとなる。 
 
6.考察 
 以上 10 人の定量的比較の結果のうち、平時と非常時の間に差異があったのはいずれも平
時にリベラルな段落数が多い 3 人であった。この 3 人は海軍軍人であり侍従武官の四竃孝
輔、宮内相の牧野伸顕、政治家の松本剛吉である。3 人に共通するのは、平時の対象段落数
が非常時に比べて尐なく、平時に自分の意見を表明しないこと、そしてリベラルな思想だ
けでは勤まらない職歴があることの 2 点である。後者については、四竃が侍従武官、牧野
は宮内大臣といった皇族に関わる仕事や松本の思想事件を扱う警察官といった職歴を指す。 
侍従武官や宮内大臣は国体を護持しなければならない立場であり、本人がリベラルな思想
を持っていたとしても、常にリベラルでいることは難しい。また、思想事件の捜査に携わ
るということは思想統制という面でアンチリベラルであるといえる。つまり、震災時の職
業もしくは過去の職歴にアンチリベラルにならざるを得ない職業があれば、平時がリベラ
ルであっても非常時にアンチリベラルな部分を現す可能性がある。平時にリベラルである
人物が非常時にアンチリベラルな行動をする事例は、関東大震災当時のみならず、現代に
も存在する。例えば阪神・淡路大震災後に、当時の首相である村山富市が社会党出身であ
ったにも関わらず、防衛計画の大綱を見直し、自衛隊の権利を拡張したことが挙げられる。 
 また、平時の評価がアンチリベラルである執筆者は 1 人も震災後にリベラルになってい
ないことから、アンチリベラルな人間は非常時においても意見を変えにくいという結果が
副次的に得られた。 
 定性的比較については、震災に乗じて惹き起こされた甘粕事件について、平時の通説的
理解がリベラルとされる宇垣一成は、被害者である無政府主義者の大杉栄は殺されても仕
方のない人間であるという意味の記述をしていた。対して、平時の通説的理解がアンチリ
ベラルである石原莞爾は、大杉栄を偉大な人物とし、殺害を惜しんでいたという逆説がみ
られた。宇垣と石原は平時の通説的理解が異なり、後に同じ陸軍統制派に属するとされる
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ことから、2 人の自分と思想の異なる人物への評価の違いは執筆者個人の資質による部分が
大きいと考えられる。 
 
7.結論 
 関東大震災時においては、非常時と震災前平時の間に差異が生じることがあった。その
条件は平時に自分の意見を表明していないこと、職歴にリベラルなだけでは勤まらない職
業があることの 2 点である。また、平時にアンチリベラルな記述をしている執筆者は、非
常時と震災前平時に差異は見られないことが明らかとなった。 
 加えて、平時にリベラルである人間は非常時に思想が変わる可能性がある一方、平時に
アンチリベラルな人間は非常時にも変わらないことから、非常時にはアンチリベラルな思
想が増加する可能性が示唆された。 
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付属資料：平時日記一覧 
日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 4月2日
「考ヘレバ考フル程、日本ニハ尊キモノアリ。西
洋ニ来ル人々ハ先日本ニ就キ十分ノ研究ヲナシ
来ルヲ要スルハ勿論、特ニ尤モ公平ナ頭ヲ以テ、
冷静ニ内外ニ対象研究セザルベカラズ。ドウモ
西洋カブレノ多キニハ恐入ル次第也。」
62 非合理 アンチ
2 4月3日
「此節殿下ヨリ近ク独乙ヘ遊ブベキニ就キヨロシ
クトノ御言葉ヲ賜リ、前便申述ベタル如ク予定外
ノ礼服ヲ注文セリ、最早着用ノ必要ナキニ至ル。
嗚呼私ニ此服ヲ以テ殿下ヲ記念シ奉ルコトトセ
ン。」
パリでの三殿下の事故について 62 非合理 不明
3 4月16日 「社会ノ動揺甚シキ無理ナキ次第也。恐ルベキハ戦争ナル哉。」
ドイツの役人、特に軍人は憐れな生活を
しているという話の総括。ただし、石原の
平和観は日蓮主義に基づいたものであ
73 合理性 リベラル
4 4月29日
「小生憤然トシテ遼東還付ノ際ニ於ケル独乙ノ横
暴ヲナラシ、引イテ日蓮主義ノ大平和観ヲノベ
「君等ガ今、仏蘭西仏蘭西ト悪口ヲイフモ君等ニ
全ク其資格ナシ。毛唐ハ同ジク獣ノ部類也」ト
84 非合理 アンチ
5 5月16日
「朝カラ晩迄戦、戦、毛唐ハ丸デ猛獣ノ如シ、平
和ヲ愛シ人類ヲ等シク愛スル我東方民族ノ美シ
サ今更感嘆ノ外ナシ」
下宿に来た客が、ルール地方における
仏軍の行動について、有色人種に差別
的な発言をしており、憤った石原が欧州
人に生まれなくてよかったと述べる。引用
95-96 非合理 アンチ
6 6月20日
「思想問題益々難シクナッテ来ルコトニ驚カザル
ヲ得ズ。イヨイヨ本化ノ大断ヲマタザルベカラザル
時勢トナリツツアル訳ナリ。」
早稲田軍事研究団発会式について 117 非合理 不明
7 7月18日
「此ノ如キ消極的ノ考ニハ勿論根本的ニ賛成セ
ザルモ、彼ガ深ク耶蘇ヲ信ジ凡テヲ之ニ捧ゲアル
精神状態ニハ大ニ称賛スベキモノヲ見ル。」
142 合理性 不明
8
「正直ニ申セバ国柱会員中真ニ大聖人ニ対スル
根本信ヲ発動シアルモノ幾人アリヤ、小生如キモ
ノ論外ナルモ其他ノ人々ノ信モ甚ダアヤシキ様ナ
リ、幹部ノ方々モ亦然リ、此際我徒ノ大奮起ヲ要
ス。」
142 非合理 不明
9 7月28日
「此兵隊サン中々元気ナ筆ニテ、在営当時ノ愉快
ナ思出ヲ書イテ居ルノデ、久シ振リデ楽シカリシ
軍隊時代ノ回想ニ耽ル。」
中隊長時代に部下だったという人物から
手紙が来る。 144 不明 不明
石原莞爾書簡（平時）
10 8月12日
「然モ大戦以来殆ンド「マヒ」セル独乙人ハ案外
呑気ナ顔ヲシテ居ルニハ驚ク外ナシ。嗚呼戦争ノ
惨害ヨ！　而モ欧州ハ更ニ第二ノ大戦起ル心配
頗ル大ナリ。」
物価の大騰貴について。後半の大戦の
根拠については書かれていない 150 不明 不明
11 8月16日
「有島武郎氏ノ自殺、大ナル興味ヲ以テ見ル。凡
テハ時代相ノ尊キ犠牲也。本化ノ教ヲ要スルコト
益々切。」
152 非合理 不明
日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 4月2日
「所謂世間の評判流行なるものは時に千鈞の重き身
をも軽く取扱はしむるに至ることがある。故殿下の御
不幸が若き各殿下及其輔翼者の鑑戒たるを得ば意
義や決して尐なからざるなり。」
北白川宮成久王の凶報を受けての反応。
ただし、この前に自由平等の世ではある程
度までは「快活で平民的で精励」であること
は皇族の使命を果たすためには必要だと
言っている
410 合理 アンチ
2
「軍部内に於ては尐数識者の外には斯辺までは目
覚めて居らぬ。教育其者が矢張第二位の取扱を受
けつつある傾が存して居る。社会の大勢には軍部も
従ふべき時が来る。其時は余り遠くではない。」
外部に対する活動がうまくいかない時は内
省に傾くという話題。内省の結果改善され
る事案の一つとして教育が挙げられ、軍部
での例が引用文となる
411 合理 ×
3
「余の主張は分権と云ふよりも寧ろ地方増権主義で
ありしなり。」 中島氏との会談中の発言 412 合理 ×
4
「正義や大和魂なる無形的の精神丈けでは人間は
生存出来ぬ。生存と向上は人間自然の慾求なること
を忘れてはならぬ！！」
在郷軍人の恩給問題について。多尐財政
が苦しくとも払われねばならない理由 412-413 合理 ×
5
「平和の為めの平和的相談に於ひてさへも背後の国
力は其道理や言前を左右している。」
国際協調についての記述。ヴェルサイユ
会議や華府会議では、弱い国は自ら犯し
ていない罪でも謝らなければならないし、
強い国であれば無理を通して自国の罪で
も知らぬふりができると解説している。
413 合理 リベラル
6 4月中旬
「階級間の軋轢闘争の徴候は日を追ふて各方面に
発現し且濃厚の度を加へつつある。此趨向は階級
制度を尊重する軍隊に対する国民の思想に一種の
陰影を投じて、一致融和を困難ならしむるの障碍た
るの嫌がある。」
軍にとって階級制度は必要不可欠である
ことを国民に理解させつつ、外では階級制
度を振り回さないようにしなければならな
い、と続く
414 合理 ×
7
「軍部の大臣なりとも自己と同一境遇を踏み自己を
十二分に理解せる現役軍人を充てて自己の意見と
希望とを吐露せしむるの必要がある。」
資本家達の政治への接近について述べる
中で、現役軍人も政治に対して意見を出す
手段を作るべきとし、軍の大臣を現役軍人
にするか、選挙権を持たせるべきとしてい
る
414 合理 アンチ
8
「諸般の方面に於て言論は無論自由であるべきであ
る。」
ただし、「一致協同及国家の秩序紀律を害
せざる範囲」でという制約がつく。
414 非合理 アンチ
9 4月22日
「これ丈けの招牌あれば現政府の破壊も出来れば遣
り様によりては乗取りも出来る。政友会の進むべき
道や刮目に価する。」
具体的な内容は、世界平和、財政の整
理、地方分権、華士族称廃止、水平運動
の緩和、普選問題、貴族院改造など
415-416 × リベラル
10
「彼等の成功よりも、之によりて政界の空気を多尐な
りとも革新し得れば国家的の大貢献なり。」 商工党の出馬について 416 合理 リベラル
宇垣一成日記（平時）
11
「現在企図しつつある国防思想の鼓吹運動は、先づ
外部の趨勢を普く紹介宣伝し国民をして内に顧みて
何等かの不足を感じ施設を望むの念を起さしめよ。
国民に此感此念の高潮されたる汐合を見て真企図
を以て乗込む底の順序を踏むべし。」
416 合理 アンチ
12 4月25日
「余は尐くも此交渉に当る為に彼が現公職を放棄し
て掛ると云ふ決意を買て遣り度。又此決意を相手国
に示したるを快とする。」
後藤新平が東京市長を辞めたことについ
て。また、宇垣は日露交渉の円満な解決を
願っている
417 非合理 リベラル
13 4月30日
「時世の趨勢は既に忘恩の域に入っている。義務や
義理や人情の諸美徳の如きは現在の成行に放任し
置かんか不遠して地を払ふて去るに至るべし。」
靖国神社の祭に将校達が参拝していない
ことについて 417 非合理 アンチ
14
「前者に対しては先覚者は須らく其事情除去に努め
ねばならぬ。中者に対して宜しく厳重に取締り制裁を
加ふべきである。後者に対しては教訓善導以て自覚
心と批判力を与へて退路を誤らしめざる様に為ねば
ならぬ。」
国体についての現況と対応。
前者は事情によって逆境に立ち、偏見を抱
く
中者は外来思想を利用して野心を果たそ
うとする者
後者は批判する力がなく、賛成している者
417 合理 アンチ
15
「皇室は卖に政治上の中心たるのみならず彝倫綱常
の中心である如く、輔弼の士は尽して行かねばなら
ぬ。」
417-418 × アンチ
16
「之に対する方策は至誠と果断によりて政党者流の
予期以上の一大革新を図り併せて軍部の気運を一
転するにあり。」
政友会も憲政会も共に減税転税をうたって
いるため、軍にその負担の大半が回って
来ることを覚悟しなければならないという記
述
418 合理 アンチ
17 5月上旬 「以上の二件より考ふるも支那が果して国として取扱ふの価値ありやである。」
中国の官吏や軍人が国務院に押しかけ、
俸給の支払いを迫った騒ぎや、土着の匪
賊による列車強盗についての海外の反応
が冷淡であることを示し、引用文へとつな
419 × アンチ
18
「国家の統治は権力関係（法的関係）のみでは行か
ぬ。道義関係（情的関係）が必要である。否道義関
係が主体である、統治の基礎である。」
419 非合理 ×
19 5月10日 「帝国を広く大観すれば今日も昔も大勢は決して非軍事的ではない。」
早稲田軍事研究団の発会式での暴動につ
いて。「口や筆で世の中を騒がし廻はす連
中」の対処を間違えると、国防思想鼓吹運
動も失敗する可能性があるとしている。
419 × アンチ
20
「命の得喪に関せぬ国民の方面は今後の指導如何
によりては存外理性に基く自覚よりして日露戦争当
時よりも务らざる要求に応じ得る如くなるかも知れ
ぬ。命の取り遣りする軍隊方面では当時の如き盲目
的に近き犠牲は理性の向上に伴ひ求むることは出
思想の変化により、現在では国民、軍人共
に日露戦争当時レベルの犠牲的奉仕はで
きないのではないかという話題
420 合理 アンチ
21 5月14日
「之れも批判的智能の進みたる今日に於ては穴勝ち
弟子の方のみを責むる訳には行かぬ。師匠の方に
於ても大に反省の余地がある。」
早稲田軍事研究団のことも含め、師弟関
係の不堅実さについて。師匠にも相応の
力量と人格と努力が必要としている
420 合理 ×
22 5月15日
「財部大将専任海相となれり。加藤首相の彼れを推
挙したるの心事は忖度に難からずである。政治上及
海軍に於ける薩の勢力に阿附したるの臭味は免か
れぬ。」
420 合理 リベラル
23 5月20日
「政党政派の争でなく卖に崇高なる目的に基く政治
的活動は何れの社会でも今後は必要なるかの如く
にも考へらる。在郷軍人会の如きも何時迄政治に超
然たり得るや。」
全国総合教育会の政治参入を受けた話題 421 合理 ×
24
「戦争 を戢め平和を保ち得る絶好唯一の手段は、現
在の如き国際対峙の世の中にありては如何にしても
国家国民の完全なる武装を為すことによりて発見し
得る。」
421 合理 アンチ
25
「従来の如き人をロハで使ふと云ふ様な軍部内の考
は改むるの必要がある。労には効が伴ひ、効には報
が随ふ様に仕向くるの必要がある。」
ただし、物質万能主義を抑えながら実行し
なければならないと2回繰り返す。 421-422 合理 ×
26
「吾人軍隊教育の進路は衝動、有意、選択の筋道に
依り意志の進歩的発展を求め、究極は退化的進歩
に依りて衝動的意志の働きにより心身自然の働を為
す点に帰納せねばならぬ。」
422 合理 ×
27
「勉めて避くべきことであるけれども、対手の仕向け
如何によりては滅亡か此の強制手段によりて生存す
るか二者の外に採るべき道の絶無なることがある。
国防には此究極の処まで考へて置かねばならぬ。」
強制手段とは、物資の調達を他国領内で
行うこと
422-423 合理 ×
28
「国防は一国の存亡に関する絶対の問題である。乍
併之が解決は国力の如何によりては色々と変化の
余地がある。」
不十分な国力の国は可能不可能を超越し
て解決しなければならないとしながらも、具
体的方策はなし
424-425 × ×
29 6月上旬
「近時国際間の関係が密接となり頻繁となりつつあ
る。之に伴ふて教育を始め諸般の事柄に於て一層
深く国家主義（自己の自覚）が鼓吹陶冶せられて行く
ことが必要である。」
425 合理 アンチ
30
「農村と都会とは密接不可離の関係にある。従て利
害共通の立場に於て農村問題の解決を図らねばな 農村問題について 426-427 合理 ×
31
「軍隊の国民化民衆化と云ふことは過度の超然主義
の弊を矯むるの意義に於ては宜しいけれども、動も
すれば国民に媚び民衆の意向をに迎合するに至る
の恐れあり。夫れは大なる間違ひである。」
428 合理 アンチ
32
「偏狭なる国家主義、固陋なる忠君愛国主義にても
国民の思想内に存在することが必要である。」 429 × アンチ
33 6月下旬
「永久平和の見込なく戦争勃発の原因の多々尚存す
る世の中に、百戦錬磨の幾多の有用の僚友が馘首
の厄に遭ふの惨状を見ては何と評し如何に諦むべ
きか」
429 × ×
34
「結局は地方青年の都会集中は、其内に工業労働
力の過剰となり失業となり自棄となり国礎に亀裂を
生ぜしむるの感あり。」
430 合理 ×
35 7月上旬
「支那の排貨は益々強烈を加へ、今や実業家も耐へ
難くなりしと見え色々騒ぎ出して居る。」「内にも外に
も共に無能の政府を有して居る今日、日支間に何の
仕事が出来るか。今暫く我は此辛惨を嘗味すべき運
命を有して居る。浮っかりと強がりを云ふたり仕たり
432 × アンチ
36
「従来の如く軍隊軍人を過度に吉凶儀式の飾物的に
使用することは将来大に考へ物である。」 432-433 × ×
37
「至誠君国に奉仕するの心掛け、操守明確果決断行
の気概、僚友配下に対する同情ある度量が、上司先
輩によりて示さるる様にならざる限りは、国軍の溌溂
たる志気も興らねば壮烈なる独断も起るまい。国軍
否国家改善の先決問題は上の方の改良にある。」
433 × アンチ
38
「若し社会主義者が全人類の為すべての人が正しき
生活を営み得る所の新社会の実現を欲するならば、
彼等は其所謂社会改造に先つて力対力の国際関係
を一変し、特に有色人種に対する白色人種の暴戻な
る態度を捨てしめねばならぬ。」
引用の前提をクリアしない限り、国家を無
視するような主義や行為と戦い続けると続
く。
435 合理 アンチ
39 7月下旬
「民本主義の根本要素は自由、平等、友愛である。
自由に放任し置くときは天稟の命ずる所に従て必ず
平等を破るに至るべし。其処に友愛の精神が働きて
足弱き落伍勝ちの同輩を扶助誘導して自由競争を
緩和して出来得る限り四民平等の発展を遂げしむべ
436 合理 リベラル
40 7月25日
「探訪術の進歩にも関することならんかも知れぬけ
れども、軍部内に於ける官紀粛清を欠くに至りし事
は之れにより其全貌を推知するに難からず。綱紀を
粛正するにあらずんば軍事の機密保持も危ぶまざる
を得ざるに至れり。」
15日に内部で出回った人事の情報が20日
頃には新聞に出回っていることについて 437 合理 ×
41
「政友会東海大会に於ける宣言の一部に宗教心振
興の一条加はりありしは、瞑々裡に時代人心帰嚮の
一端を示すものである。物質や理智のみでは社会国
家の統制は甘く行かぬ。」
遅いが、悟らないよりもましであるとしている437-438 非合理 ×
42
「軍隊の志気所謂精神力の重要なることは言ふ迄も
なき事である。軍事に属する残余の部分の総和より
も精神力の方寧ろ価値多し、と余は認めている。」
438 非合理 ×
43
「国軍志気の振興策としては人事と教育と中央集権
制の改良に在りと信ずる。」 439 合理 ×
44 8月9日
「軍部より社会的の偉材を出す為には今日の如き老
耄して漸く高い地位に達し得る様な仕向けを改め
て、今一層若い内から英才を働かしむる様勉めねば
駄目である。」
若いうちから要職に就かなければ、社会的
に勢力のある人間になることは難しいとい
う話題
439-440 合理 ×
45
「嗚呼偉大なるものは精神である。一人の力能く千
万人を奮起せしめ、無限の富無限の発展も此精神
の力によりて遂げ得る。人間の理想、理想の実現に
努力する精進する精神が真に尊きものである。」
国家の強みとは何かという話題の中で、宇
垣自身は最高の強みは資源や人口ではな
く、精神力であるとしている
440 非合理 ×
46
「国民にも軍隊にも敵に対して必勝の確信を与ふる
如く仕向けて行かねばならぬ。」
同じ段落で、平和の渇望や犠牲忌避など
を熱とし、軍事訓練の紹介を薬としている 440-441 合理 アンチ
47 8月17日
「今後は孤立無援尐しも辞せず独立独歩押通して行
く底の意気と、夫れが実現の方策に関し遺憾なきを
期すべきである。」
華府条約が成立し、日英同盟が失効す
る。どちらも気の抜けたもので、あってもな
くても同じとしている
441 × アンチ
48
「国民の平時生活に不当且過度なる圧迫を加へざる
範囲に於ては、軍国主義的施設は敢て不可なきの
みならず誠に結構なる事にして是非遣るが宜しい。
今日の如き国際間の協調が尚不安定なる時代に於
ては寧ろ夫れが必要である。」
ただし、悪い感情を抱かれないように名前
を工夫する必要があるともしている 441 合理 アンチ
49 8月25日
「絶対多数を有する彼党としては夫れが正道である。
夫れで奮闘してこそ公党の面目も保たれるのであ
る。」
政友会の幹部会に於いて、憲政常道論を
掲げ、内閣の後継は政友会だと明言したこ
とへの反応。概ね好意的に捉えている
442 合理 リベラル
50
「近時国民の軍隊なる語が流行して軍人仲間にも之
に共鳴して居るの士が多い。軍民接近の手段として
は宜しいは、夫と同時に陛下の軍隊たることを忘れ
てはならぬ。」
442 合理 アンチ
51
「当分の内は英米を敵とすることは尚得策でない。華
府会議に於て譲歩したのも夫れ賢明に近いとも云へ
る。乍併帝国民は狭き領土内に窒息する訳には行
かぬ。」
何も思われていないのに、すすんで軍縮を
行うのは考えものだと続く 443 合理 アンチ
52
「重複と分捕的競争より生ずる空費を省く為には陸
海空軍の如きは国防省なる一傘下に統一すべきで
ある。」
444 合理 ×
53 8月28日
「余は彼の適否よりも新しき時代は若き人物に支配
させたきことを切望すると同時に、政界に薩閥跳梁
の端を再開するに至らざらんことを慮るよ。」
山本伯に内閣組閣の大命が下ったことに
ついて 444 合理 リベラル
日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 4月1日
「午前若槻氏を訪ひ我党の事を談ず。相変わらず
名案なし。我党の滅亡遠きにあらず。我等も考へざ
るべからず。」
350 合理 リベラル
2 4月4日 「午前正木照蔵氏を訪ひ政談を為す。我党は前途なし。」 350 非合理 リベラル
3 4月25日 「後藤市長辞意を表明す。」 感想なし 352 不明 不明
4 5月1日 「芝公園の「メーデー」労働者運動を観る。警官の監督厳重にして意気揚らざるものゝ如し。」 353 不明 リベラル
5 5月15日 「近頃全く用事なし、無聊に苦む 。何んとか仕事を見出さねばならぬ。」 354 合理 不明
6 5月24日 「午前浜口雄幸氏を訪ひ揮毫を受取る。党情を談ず。名案なし。」 355 非合理 リベラル
7 6月2日 「午前原六郎氏を訪ひ面会す。老人話すに足るべきなし。」 理由は不明。原六郎は尊攘派 356 不明 不明
8 6月5日
「午后小寺氏を訪ひ佐藤建碑寄附の事を談じ、其
他時事政談を為す。彼は相変わらず低級浅薄な
り。」
理由は不明 356 不明 不明
9 6月8日 「石原 は政友会に入党せり。单但選挙区には有力なる一人の同志なし。政界の変遷実に驚くべし。」 356-357 不明 不明
10 7月3日
「晩景より築地精養軒の東京弁護士会懇親会に出
席す。弁護士連の風采人格論ずるに足るものなし。
出席の値なし。」
理由は不明 359 不明 不明
11 8月24日 「小寺氏を訪ふ。彼は相変らず無価値の放言を為すのみ。人格に何等の値なし。」 理由は不明 364 不明 不明
斎藤隆夫日記（平時）
四竈孝輔（平時）
日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 7月3日
「短時間に二回もこれを焼却せしは遺憾に堪へず。幸
に両回共搭乗者なき時にして、人命には何等関係な
かりき。」
昨晩「長門」の艦尾に繋留しておいた気
球が空中電気感電し、墜落したという話
の中で、その前にも似た様なことがあっ
たことを聞いた感想
367 合理 不明
2 7月7日
「遠大距離に於ける両艦の射撃天ッ晴れ見事にして、
艦隊乗員士気旺盛の致す所と感嘆に堪へず。大いに
人意を強からしむるものありたり、今日の巨砲東京に
在りてよく横浜の一艦を撃沈する事むづかしからざる
を思へば、兵備の等閑に附すべからざるは固より、
喋々を要せざる所なるべし。」
「伊勢」「日向」の戦闘射撃、戦闘運転を
「摂津」に乗艦して着弾状況を見た時の
感想
369 非合理 不明
3 7月10日
「蓬」と「蓼」という艦の衝突事件について。両艦に損
傷がありながらも、人命にかかわらなかったことは「不
幸中の幸なりけり」としている。
369 合理 不明
4 7月16日
「幸に発見これを救助するを得たりしは全くの奇蹟と
言ふの外なし。天より与へられたるの寿命はこれを奪
ひ去るものまた天なるべきか。」
演習中に三等兵が海に転落し、連絡を受
けた他の艦に救助されたことについて。 371-372 非合理 不明
5 8月3日 「海軍異動発表せらる。」 感想なし 373 不明 不明
6 8月23日
「今は徒らに悲嘆すべきの時に非ず。大いに勇猛心を
起して非常なる此の救難後始末に処すべきを勧告
す。」
昨日の潜水艦沈没事故について、四竃
は御差遣として川崎造船所に赴いた時
の発言
376-377 合理 不明
7 8月24日 「国家多事の際此の英傑を喪ふ。惜しみてもなほ余りあり。」 加藤首相について 377 不明 リベラル
8 8月31日
「高橋政友会総裁、加藤憲政会総裁等を説服する態
度は、真に此人を措きては国歩艱難 の今日、他に其
人無かるべきを思はしむ。愉快に堪へず。策士後藤
新平子爵は宛然山本伯の参謀長の姿にあり。」
加藤も山本も海軍出身 378 不明 リベラル
日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 4月14日
「現加藤内閣の大権無視 の問題を提げ、恁の如く大
権をも無視し庶政を壊敗し、民生を塗炭の苦に陥らし
むとの正義の叫ひを喚起するに自ら船頭たれとの慫
慂を為せしも、大石氏は未た時機に非らすとして首肯
するに至らす」
343 不明 アンチ
2 5月23日
「誠に帝国外交の醜態を闡明 にせるものにて、恰も
寺内々閣当時対支関係に於ける外務省の行動を彷
彿するものあり。而し後藤子の交渉顛末を見るに、所
謂画龍點晴を缼くの嫌あり。即ち通商開始に伴ふ為
替決済の方策なり。余は之を以て後藤子に警告し置
けり」
国策研究会において後藤新平を招請し対
外政事委員会合やヨッフェ交渉の顛末を聴
取した。
343 合理 リベラル
3 5月27日
先日の「画龍點晴を缼く」について「日露国際為替會
社を設置し、新國際経済の環境を創造すべしという意
見」を「日露通商の開始と其関鍵」という形にまとめ、
後藤や研究者に配布する。
343 合理 リベラル
4 6月9日
「日露交渉の主要問題 は西伯利の解放、国際為替
決済の機関設立の二問題が我国民生上の重大問題
なり。尼港・樺太問題 の如きは枝葉の小問題にして
此国民経済生活上の必須問題を忘れてはならぬ」
344 合理 リベラル
5 7月2日
「日露国際為替會社及西伯利企業會社の両案を挈
け、先つ国策研究會有志の名を以て露國全権ヨフエ
氏に提案することを協定せり」
七日には、ドイツ語に訳した経済的連繁に
関する意見を後藤の秘書を介してヨッフェ
に送りつけている。
345 不明 リベラル
6 8月25日 「研究會は岡野司法を首相とする延長内閣の計画を目論見居り、其非を同志に忠告するも悛るに至らす」 347 合理 不明
7 8月26日 「延長内閣の国家の将来に鑑み非なるを認め、之が打破に関し建策す為に終日奔走せり」 347 合理 不明
8 8月27日
「延長内閣の形勢非なるものありとのこと福原男等も
悟る処ありしも、更に立直の方策に関し時期既に遅
れたるの怨あり、施すに策なきに坐せり」
347 合理 不明
9 8月28日
「想ふに年来の努力が延長内閣説に毒せられ、研究
會の威信を失し、遂に方策を確立し能はさりしを遺憾
とす」
347-348 合理 不明
西原亀三日記（平時）
日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 4月16日
「奉迎振り内地とは自から異なり、表情明ならざる
も感情の真情は一様にして、未開の事だけに深甚
なるが如し。奉迎群衆を見るに内地人、本島人入り
交り融和の裏に行列を拝しつゝあるは好感を与
ふ。内面には多尐差別的事実あらんも、特に反目
の状情なしとの事なり。異族間の同居は将来の問
題なり。未だ問題の起らざる間に禍根を除去する
事総督の特に注意を要する点なるべし。」
摂政殿下台湾行啓中の話 75 合理 リベラル
2 4月18日 「邦人先祖の一部は此孤島住民と同出にあらずやとの感を禁ずる能はず。」
蕃人 の踊りを陪観する。踊りが盆踊りや
鹿児島の踊りに似ていることや、内地人と
骨格が似ている人も尐なからずいること
から
75 合理 不明
3 8月12日
元老がどうあれ、本人の意向が大切という牧野に
対し、山之内から大迫大将を使い高輪の真意を確
かめるつもりだが、君から懇談してくれるとそちらが
上策だと言われ「小生は取合はず、運動等は一切
好まずと断言し置けり。」
山之内から高輪（山本伯）について話が
ある 83 合理 リベラル
4 8月24日
「本件は陸軍側との比較に拘濘したる気味ありて、
一方を軽くする時は一方の感情を害する気遣あり。
皇室にて差別遊ばされたる如き誤解を起しては面
白からず。問題の当否は兎に角として、大体上政
府の意向を尊る方適当なりとの見地にて形行に任
かす事に確答せり。」
加藤首相薨去につき、昇勲爵位等の打ち
合わせ。海軍側は寺内正毅との均衡をと
るためといって意見を譲らないという話に
ついて
84 合理 アンチ
5 8月27日 「時局に顧み実に結構なる成行なり。又個人として伯の再起は愉快に堪へず。」
西園寺・松方両元老に次の首相について
確認し、山本伯で決定であるという知らせ
を受け取った時の感想
85 非合理 リベラル
6 8月28日
「山本伯起用の事は、県人、縁故者間には従来絶
へたる事なし。然るに時局紛糾、人心悪化愈々 甚
しきに連れ、伯を呼ぶもの一般心ある方面に増加
し来り、今日は稍々一般的になりたる観あり。社会
の不安定加ははるに随ひ、人心心細くなり、為めに
他寄りある強者を求むる、自然の成行なりと信
ず。」
この後、本人の意思を尊重したいとは
言ったが、本人の性格上予め訊いておく
ことはできないため、摂政殿下から直々
に訊いてもらうことになり、受けるという話
を山之内から聞いて安心している。
85 非合理 リベラル
7 8月30日 「山本伯愈々台命拝受の決心をなし、已に組織に着手したるに付大に安心せり。」 86 不明 リベラル
牧野信顕日記（平時）
日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 4月7日
「常なれば船嫌の予は船室に閉籠り呻吟を事とすべ
きも、非常の心配と重大なる責任感とは予をして心
身を極度に緊張せしめ、食卓の如き一囘も缺かすこ
となかりき。」
摂政殿下の台湾行啓が中止か否かの瀬
戸際に立たされたため 224 非合理 不明
2 4月27日
「殊に殿下の御在臺中は夜雤降りても明くれば晴朗
の好天気と為り、殿下の御身に雤一つ掛らざりしは
天も殿下の御盛徳を助くるに非ずやと思ひたり。」
また、殿下の命を狙う者がいるという電
報を十七日に受け取ったが、警戒を厳し
くしたため何もなかった。これについても
天祐としている
226 非合理 アンチ
3 6月10日
「予は大なる反對を為し、山権よりは清浦がましなら
ん、山権ならば閣下御考の樞密院制改革位はやり
通せませうが、薩派の再興を奈何せん、宮中には既
に牧野宮相あり、徳川宗秩寮総裁あり、又松方元老
あり、之に山権を加ふれば勝手次第の事をするでは
ありませぬか」
清浦枢相辞職に伴い、山本権兵衛にし
てはどうかという三浦の発言に対しての
発言
231 合理 リベラル
4 7月5日
「予は餘りに馬鹿々々しくて相手にならざりしが、荀も
親任官たる氏が斯くの如く政治上の智識に乏しきに
は只驚くの他なかりき。」
吉総監という人物が語る政界の現状に
ついて 237-238 合理 不明
5 7月11日
「元来三浦子は頗る怜悧の人にして、所謂侠気肌の
人なれば、泣いて頼まるれば直に與みし易き人な
り。其経歴より云ふも、必ずしも憲政会に同情せずと
三浦将軍の人物評 239 合理 リベラル
6 8月15日 「予は憲政会薩派の迚も駄目なることを力説し、憲政純理論で行けば憲政会を以て最も適当なりと思ふ 療養中の平田伯との会話 246 合理 リベラル
7 8月22日 「予は政友会は地租委譲、憲政会は普選を標榜し居る故、挙国一致は迚も駄目なり」
平田伯との会話。最近の政友会の無様
さを西園寺公も知っているだろうから、次
の内閣は挙国一致でなければならないと
語る平田への返答
250 合理 不明
8 8月31日
「本日は難有御言葉を頂き感激に堪へず、秘密を厳
守するは勿論、微力ながら将来奮つて皇室及び国
家の為め竭す べく、不取敢謹みて御禮申上ぐ。」
山本内閣成立の経緯を西園寺より聞か
され、その上進退に対して親切な話があ
り、それに対して後に電報を送る
256 不明 アンチ
松本剛吉日記（平時）
付属資料：非常時日記一覧 
番号 日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 9月2日
「日本モイヨイヨ覚醒スベキ秋、到来セリト見
ル。無意味ノ、天変地妖トノミ見ル能ハザルベ
シ。世界統一。一閻浮提未曾有ノ大闘諍。本
門戒壇ノ建立。時期ハ日ニ日ニ切迫シツツア
ルコト各方面ヨリ見テ明也。ボヤボヤスベキ時
ニアラズ。先速ニ立憲養生会ノ天下トナサザル
ベカラズ。国柱会ノ人々モ小サキ信仰ヨリ蟬脱
シテ、真ニ大先生ノ御指導ニヨル根本信ニ入ラ
ザルベカラズ。重ネテ思フ、御無事ナリシヤ。」
新聞で大地震について知る。この日から、
既に石原は地震を単なる天変地異として
見てはいけないと書いている。
162-163 非合理 アンチ
2 9月3日
「不幸、最大ノ不幸。新聞ニヨレバ御所迄炎上
シアリトカ、皇室ニ於カセラレテハ両陛下、各
殿下御無事ノ由、先ズ先ズト一安心セル次第
也。」
163 不明 アンチ
3
「不幸、最大ノ不幸。然シセメテ此禍ヲ転ジテ
福トナシタキモノ也。日本モイヨイヨ日本固有ノ
精神ニ帰ルベキ秋来レル天ノ御示シニアラズ
ヤ。政治、産業、外交、其他文化的事業、凡テ
獣的ナル西洋ノマネハモウ止ムベキ時也。惨
状真ニ思ヒヤラレマス。大聖人御開教当時ノコ
トモ忍バレマス。人迷ッテ天イカル。真ニ畏ル
ベシ。慎シムベシ。」
163-164 非合理 アンチ
4 9月4日
「真ニ憂慮ニ不堪、殆ド仕事ヲナスノ勇気ナ
シ。見舞ノ電報ハ打タントスレバ不通トノ事。然
シ信心堅固ノ銻子君ハ、安全ナランコトヲ確信
シ、其力ニヨリ御両親初メ弟等モ大丈夫ナルベ
シ。」
この日の新聞から、大地震が未曾有の大
惨害であることを知る。 164 非合理 ×
5
「戒壇国ガイヨイヨ最後ノ大奮闘ヲナスベキ秋
ハ、刻々ニ迫リツツアルナリ。」
数十年後に起こると石原が確信している
「一閻浮提未曾有ノ大闘諍」に向けて日本
は物資を充実させなければならない。震
災はこれに向けた準備を根本から破壊し
た訳ではないとしている
164 非合理 アンチ
石原莞爾（非常時）
6「我等ハ深キ深キ悲シミノ中ニモヨク天意ノア
ル所ヲ体シ、法ノ為、国ノ為メ真一命ヲ捧グベ
キ秋ハ来レル也。嗚呼、偉大ナル自然ノ力、今
更ナガラ人事ノ無力ヲ痛感セザルヲ得ズ。此ノ
如キ弱キ身ヲ以テ、幸ニモ大法ニ会スルコトヲ
得タル、我身ノコトヲ思ヘバ唯々感涙ノ外ナキ
ニアラズヤ。」
164 非合理 アンチ
7 9月5日
「凡テハ天意也。天命也。余ハ日本ガ戒壇ノ国
タルヲ確信ス。余ハ本化ノ明教ヲ信ズ。道義的
ニ世界ヲ統一スベキ日本ハ、如何ナル力モ如
昨日の報道より事態は悪化し、死者300万
人、最新の戦艦2隻が沈没、損害100億円
と書かれていることに関して。
166 非合理 アンチ
8
「吾等ハ凡テニ打チ克チ、必ズ戒壇成就ノ日ヲ
実顕セザルベカラズ。此度ノ大変亦天意ノアル
所アラン。落胆スルベカラズ。悲観スベカラズ。
此大禍ヲ転ジテ大福トスベキ也。」
166 非合理 不明
9 9月6日
「実ヲ申セバ家ノ事ハ已一時小問題トナリ、国
家ノ前途ヲ思フテ数夜泣キ明シタルナリキ。而
モ此事ニ於テ吾ヲ慰ムルハ唯吾人ノ信仰ノ
ミ。」
167 非合理 アンチ
10
「本化ノ明教ヲ信ズル吾人ハ、戒壇国日本ノ前
途ニ関シ一点ノ疑ヲサシハサムベキニアラズ。
日本ガ戒壇国タラズトセバ最早本化ノ教ハ成
立セザル也。」
167 非合理 アンチ
11
「噫此大地震ハ正シク、日本ガ凡ヨリ聖ヘ入ル
ノ大関節タラザルベカラズ、タラシムベキ。コレ
ガ数十万ノ同胞ヲ回向スル唯一ノ道也。余ハ
固ク信ズ。…（中略）…此大地震コソ正シク日
本国民元品ノ無明ヲ断ズベキ大自然ノ偉力ニ
アラズヤ。」
震災は戒壇国となる日本が精神と物質の
準備を整える啓示であり、死者たちは尊い
犠牲であるとしている
167 非合理 アンチ
12
「今ヤ正シク又立憲養正会政策ノ命ズル所ニ
添ッテ、新シキ国家行政、経済、組織ヲ完成
シ、国民ノ全力ヲ統一シテ之ガ復旧ヲ計ルベ
キ也。資本家共ノ任意的活動ニ放任スルガ如
キ、断ジテ不可。」
167-168 非合理 アンチ
13
「要スレバ陸軍ノ如キ十分ノ一ニ減ズベシ。余
ノ如キ直チニ職ヲ捨テテ土方人夫トナラン。」 168 不明 リベラル
14 9月8日
「内務省ノ発表ニテハ東京ノ死者約三万トノ
事、新聞上ニ見ユ。水道、電気等復活セリトノ
話ヨリ見レバ、一時伝ヘラレタル如キ惨害ニハ
168-169 不明 不明
15
「何ハトモアレ此機ニ於テ、国民ニ日本国体精
神ヲ反省セシムルコト何ヨリナリ。…（中略）…
嗚呼、時ハ来レリ。世界ヲアゲテ日本国体ヲ研
究セヨ、トノ大宣言ヲ広ク示ス時ハイヨイヨ切迫
セリ。国民ガ地震ノ大惨害ニ動ズルコトナク
着々、復旧工事ヲ進捗シ以テ世界ニ大和民族
ノ意気ヲ示スノ時。吾等ハ独乙ヨリ此国体宣言
ヲ世界ニ向ッテ発送スル也。」
この時、日本国体研究宣言の独逸訳がほ
ぼ完成したとも書かれている。 169 非合理 アンチ
16
「思ヘバ驚クベキ此大正十二年、後世世界史
ニ特筆セラルベキ価値ヲ生ズベシ。生ゼシメザ 169 不明 不明
17 9月9日 「然シ此苦境ハ将来日本ガ戦争ニヨリ必ズ味ハフベキ所ニシテ、小生ニハ此上モナキ研究
当時のドイツの苦境（第一次世界大戦後
のハイパーインフレなど）について 169 合理 不明
18 9月14日
「此度ノ地震ハ地涌ノ大菩薩、再ビ世ニ出現シ
給フベキ兆ナリ、其御出現ノ地ハ東京。換言ス
レバ、本門戒壇建立、世界大戦争（真ノ意味ニ
於ル）ハイヨイヨ二三十年後ニ切迫シタルヲ示
震災が何の兆しなのか、自分で想像した
ことを妻だけに内密に打ち明ける。この
後、30年後は65歳であるから尐しは役に
立てる年齢であり、それまで健康に過ごし
173 非合理 アンチ
19 9月20日 第一次世界大戦の責は何処にあるかについて。石原は「人種共通ノ責」とした。 人種というのは、日本も含んでいる 176-177 非合理 不明
20 9月22日
「地震誠ニ国家ノ大損害ナルモ、此機ヲ利用シ
テ、禍ヲ福トセザルベカラズ。政府ハ如何。国
民ハ如何。新聞紙ノ態度如何。我徒ノ活動如
何。」
178 不明 不明
21 9月23日
「甘粕ハ中々才物、兎ニ角思ヒ切ッテ仕事ヲヤ
ル人間、戒厳ニ関シ地方官憲ヤ、新聞連中ト
ゴタゴタデモアリシモノカ。」
甘粕大尉の職務執行の過失により、上級
将校や戒厳司令官が更迭されたという電
報が東京から届く。
178 不明 不明
22
「兎ニ角、此大地震ノ惨害ハ真ニ恐ルベキモノ
ナリ。然シ毎度申ス如ク、天ノ試練デアリ、天ノ
警告デアル。天業民族タルモノ必ズ此難局ヲ
突破シ、一段ノ力ヲ得ルニ至ルベキヲ堅ク信ズ
ルモノデアル。」
178 非合理 アンチ
23 9月28日
「地震ニ際スル大和民族ノ力量ハ如何ナリシ
ヤ。「事ある時にあらはれにける」云々ノ御製
ニ御示シニナリシ大和魂ハ、果シテ十分発揮
セラレシヤ、一日モ速ニ当時ノ事情ヲ知リタキ
モノ也。新聞ハ其内来ルベシ。」
8月19日までの民報が届く 180 非合理 アンチ
24 10月3日
「大杉栄ハ目下日本ニ於ケル偉大ナル人物ノ
一人ト思フ小生ハ、彼ヲ殺スコトニ同意シ難キ
モ、然シ口ニ憤慨シナガラ実行ノ意気ナキ者
共ノ集合シアル今日、甘粕ノ行為ハ讃嘆ニ価
ス。」
甘粕事件の詳細について耳にする。主義
のために人を殺すということは信念がなけ
ればできない。今の日蓮門下にそれだけ
の信念がある者がどれだけいるのかと嘆
く。
182 非合理 リベラル
25 10月17日 「此大変ニ際シテモ、何トナク底力強キ我大和民族、誠ニ頼モシキ極ミナリ。」
先生へ大阪の会員から地震に関する新聞
が届き、石原もそれを読む。損害について
は何も言えないが、幾つかの出来事を「嬉
シキ事柄」として挙げている。
188 非合理 アンチ
26
「数十万ノ生霊、数十億ノ富、多難ナル邦家ノ
前途ノ為、余リニ大ナル犠牲ナリト雖、然シコ
レモ天業民族ヲ試練セシムベキ仏天ノ御計ヒ
ナリシコトヲ確認ス。此災害ニ倒レシ同胞ノ霊
ヲ慰ムルハ、吾等ガ此機会ニ於テ永キ夢ヨリ
醒メテ、天業民族ノ使命ヲ覚ル以外ニナシ。」
188 非合理 アンチ
27 10月23日
「日本ノ地震モ此意味ニテ、末法ノ真相ヲ日本
人ノ脳裏ニ徹底セシムル為、至大ノ効果アルヲ
疑ハズ。半可通ノ自由主義、個人主義ノ頭上
ニ、一大鉄槌ヲ加ヘタルモノトイフベシ。東京人
士ノ頭ハ今頃如何ニナッテ居ルモノヤラ、一寸
東京ニ帰ッテ見タキモノ也。」
この意味、とはドイツ人の鈍重と戦時の訓
練によって困難に堪えることができるとい
う意味
191 非合理 アンチ
28 10月24日
「国家トシテモイヨイヨ自国ノ為、将又全世界ノ
為、国体ノ真精神ニサメザルベカラザル秋トナ
リシノミナラズ、国柱会トシテモ亦此運動ノ急先
鋒タル重任ヲ、完ウセンガ為、イヨイヨ陣容ヲト
トノヘザルベカラザル場合トナリシ也。而モ実
際ノ所、近年ニ於ケル会ノ内部ハ稍沈滞気分
ナリシニアラズヤ。前古未曾有ノ大地震ハ、イ
ヨイヨ日本国民ノ酔迷ヲ醒セルノミナラズ、我国
柱会モ此大打撃ニヨリ再ビ重大ナル自己ノ任
務ニ全力ヲツクスコトトナル也。」
里見先生への手紙（千葉の石五君、大坂
の奥様）から、国柱会の大先生が活動を
計画していることが分かり、我々が全面的
に支援しなければならないという旨。
192 非合理 アンチ
29
「数十万ノ犠牲者、幾百億ノ富、国家ノ損失大
ナリト雖而モ得ルトコロハ、失フ所ヨリ更ニ偉大 192 非合理 不明
30
「仏天ハ戒壇国ヲ無意義ニ苦シメラルルモノニ
アラザルコトハ、吾人ノ堅ク信ズル所也。」 192 非合理 不明
31 10月29日 「友人ニ二十三四日頃迄ノ大阪新聞来ル。甘粕大尉ノコト、新聞上ニ見ユル様ニナリタリ。」 感想はなし 194 不明 不明
32 11月1日
「苟クモ我徒ガ立憲養生会ヲ設立セル以上、
時期正ニ来レルモノナルヲ以テ大先生御存生
中、必ズ政権ヲ握ルノ大決心ヲ要ス、大確信ヲ
要ス。我徒ガ一度政権ヲ握ランカ、本門戒壇ハ
間モナク実顕セラルベキ事也。」
戒壇建立まで何年かかるか、という問いに
対し、先生が2～300年くらいかかるのでは
ないかと答えた。これに対して石原が反対
し、左に続く。
197 非合理 アンチ
33
「各方面ヨリ見ルモ、日本中心ノ時代ハイヨイヨ
切迫シツツアリ。即チ世界同帰ノ日、亦決シテ
遠カラズ。本門戒壇建立ハソウソウ呑気ノ問題
ニアラザル也。」
上の続き 197 非合理 アンチ
34
「時ハ来レリ。世界ヲ挙ゲテ、日本国体ヲ研究
セヨト絶叫セラレタル大先生ノ御言葉ガ、間違
ヒナクンバ時ハ来レル也。世界ハ正ニ日本ノ
研究ニ入ル也。研究ヨリ信仰カ迫害カノ何レカ
ニ入ルニ多クノ時間ヲ要セザル也。末法ハソウ
197 非合理 アンチ
35 11月8日
「石五君ヨリ先生ヘ第二信来ル。会ノ活動十分
ナラズトカ。東京付近ノ人心不穏ナリトカ、不愉
快ノ事ノミ多シ。モウ家信ヲ得ソウナモノト首ヲ
長クシテ待ツ。」
200 不明 アンチ
36 11月10日 「甘粕大尉ノ公判記事ヲ新聞紙上ニヨム。御遣文、其他教書若干差入レラレタシ。」 200 不明 不明
37 11月25日
「未曾有ノ大天災、我徒ガ大活動ヲ要スルノ
折、十分法ノ為、国ノ為、奮闘セラレンコトヲ祈
ル。小生モ命ガケニテ研究ニ従事スベシ。」
201 非合理 アンチ
38 12月16日
「地震ニツキ詳報ヲキクヲ得タリ。鮮人殺シ等
遠クハナレテハ、中々信ゼラレヌ事ナリシガ、
今ヨクヨクキケバ要スルニ日本人ハ大地震ニ
テ一時失神状態トナリシモノト見ルヲ至当トス
ルモノト考ヘラル。然リシナランナラン！此災
害ニテハ普通ハ気狂ニナルノガ当リ前也。如
何ナル災害ト雖　如何トモスル能ハザル真ノ日
清水大尉の一行と会い、震災について詳
報を得る。 206 不明 不明
39 12月26日
「立憲養生会結党ニ関シ、日々新聞ニハ何等
記事見ヘズ、外ノ新聞モ恐ク同様ナリシナラ
ン。彼等頑迷者流ニ真ノ覚醒ヲ与フルハ中々
容易ノ事ニアラズ。然シ夫丈ケ益々痛快也。」
209 非合理 アンチ
日付 各段落内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 9月3日
「火災も地震も止むならんも、露宿して一片のパ
ン一掬の水を得るに苦みあるの避難民は一大
果断を以て救済するにあらずんば惨の極は乱
に至るやも知るべからず。…（中略）…此間不逞
鮮人不平の輩の乗ぜんと策しある現況に於て
朝鮮人が悪事をはたらこうと画策して
いると認めている 444-445 合理 アンチ
2
「今次の大天災に対しては救出―治安―生存
―保健の順序に救護の手段が講ぜられざるべ
からず。…（中略）…親しく戒厳司令官を訪ひ注
445 合理 不明
3 9月4日
「明治神宮に参拝す。境内尐しの破壊の跡を認
めず。神威の尊厳を一段と感じたり。」 445 非合理 不明
4
「罹災者は今や畏怖驚愕より醒めて落胆失望の
境に入りつつあり。次に来るものは自暴自棄な
り。所謂窮して乱するに至るものとす。救護の当
局夫れ克く此の呼吸を計りて宜しきを制せ
445 合理 不明
5
「物質文化を憧憬し思想壊頽に対する懲戒とし
て下されたる天譴としか思へぬ様な感じが、今 445 非合理 アンチ
6
「今次の大震火害は都会生活の最悲惨面を如
実に発露したり。享楽物質欲に傾き都会生活を
憧憬せる人心を駆りて田園生活の真趣を回顧
445 非合理 不明
7 9月6日 「彼の機敏と放胆は敬服に値し、彼の同情は感謝に堪へざる所なり。因循姑息の霞ヶ関の先生 彼＝米国政府 446 合理 リベラル
8 9月7日
「神明は常に斯の如き輩を加護すると信ずる。
運命は進んで斯の如き人に加担すると信ず
る。」
東郷平八郎とその近所の住民が火が
回ってきても家を守るために残り続
け、無事に家を守り抜いたことについ
446 非合理 不明
9
「今次の事変に処する戒厳司令部の編成は、規
模は小に、人と仕事の配合は実際に遠かり、殊
に宣伝部などの招牌を掲げたる如きは事体の
実相に触れて居らぬ。宜しく今次体験を基礎と
446 合理 不明
10
「之を沈静せしむるの手段は此波動の達するよ
りも先きに廻りて反対宣伝をなして遮止するを
最良とす。波動を追て打消し行く如きは最善の
策にはあらざるなり。宣伝術上着意を要すべき
之＝流言飛語 446 合理 不明
11 9月10日 「天気予報は九、十両日に亘りて暴風雤の予報を伝へしも幸に其厄を免かれしは難有かりし。 446 非合理 不明
12
「故に帝国民が此際緊褌従来の惰眠より覚醒し
て奮闘努力せば、之が恢復も敢て難事でな
い。」
被害総額が国家予算の八分の一から
十分の一であり、被災人数が全国の
二十分の一ということをふまえた発言
447 非合理 不明
宇垣一成日記（非常時）
13 「遷都は大英断を以て此際決行すべき大問題である。」この時点では遷都賛成 447 合理 リベラル
14
「世の中が中産階級のみになることは理想であ
る。此理想の実現は租税之法によりて資産階級
を抑制し、貯蓄節約の奨励によりて無産階級を
447 合理 不明
15
「十二、三日頃救護事務は陸軍省の手に移ると
云ふ様な愚劣な宣伝紙を散見した。之れでは救
護事務には夫迄陸軍で手を付けて居らざりし如
く受取らる。…（中略）…却て軍部の怠慢を紹介
447-448 合理 不明
16
「御高運にして四民瞻仰の的たりし先帝の御遺
業恢復の意義に於て復興方針を決定したの ここで遷都ではなく復興に転換 448 非合理 アンチ
17
「秩序と組織と協同の力が如何に偉大なるもの
であるかは、今に始めぬことながら今次の事変
に処して軍隊の発揮したる力の大部分は其源
448 不明 アンチ
18 9月15日
「軍部に身を置く吾人としては感謝と従来の思
想や主義は別物であると考へて世に処すること
が肝要である。…（中略）…宜しく例の思想や主
義に対しては絶えず相当の方途を講ぜねばな
震災の対応で軍部への風当たりが弱
まったことに対する反応 448 合理 アンチ
19 9月19日 「彼の志や諒とすべきも其時機と手段に於ては甚遺憾とすべきである。」 志は○、時期と手段は× 448 非合理 アンチ
20 「然れども物質の真価値は人の精神によりて始めて認めらる。」 449 非合理 不明
21
「亜細亜の輸出入の関係を見れば対支那貿易
などは単なるボイコット位で根底から動かぬ。支
那自らが痛みを感ずるに結局は至るべし。」
449 合理 アンチ
22
「現時の陸軍の施設は、動もすれば軍事技術を
統帥より分離せんとするの傾がある。…（中略）
…今後の統帥は技術を離れては成立せぬ。」
海軍は違うようだと続く 449 合理 不明
23
国家予算の推移より「一戦争を終る毎に格段な
る発展をなし居ることは明瞭である。」 449-450 合理 アンチ
24 9月22日
「焼跡に帝都復興などとは畢竟歴史と情実に捉
れたる机上論にあらざるかとも思はるる。焼跡
の清掃丈けに要する費用を投ずれば可なりの
450 合理 リベラル
25 9月24日 「内を捨てて公に殉ずる底の意気が頗る薄い感がする。」官僚批判 450 非合理 不明
26
屋根のない場所で、十分な食物もないまま生活
している人が尐なくない現状に「失望落胆より転
じて自暴自棄に陥ることなきや。」
450 合理 不明
27
「此等苦悩に堪へたるもの天下何事か堪へ得ざ
らん、何事か凌駕し得ざらんや。」 ここでの苦悩とは震災後の生活での苦労 450 非合理 不明
28 9月25日
「大震火災後の善後としては各方面に同名類似
の委員会が濫設せられ無益に能力精力が消耗
せられある様の感がする。…（中略）…余は当
路諸公が此の真面目の時機に小策を弄するこ
451 合理 リベラル
29
「大震災に関する陸軍の施設として今日迄に要
を得ざりしものを挙ぐれば、第一戒厳司令部の
編制殊に救護に関するもの其要を得ざりし為、
司令部成立後一週日計りにして編制も所属を
変更することになりしこと。第二は自家広告に焦
心し突飛にも宣伝部などを作り世の嘲笑裡に一
週日足らずの間に閉鎖したりしこと。…（中略）
451 合理 アンチ
30
「光栄ある三千年の歴史を有する帝国の運命は
繫つて我一人にある、七千万同胞の栄辱興亡
は総て吾一身にある、と云ふ如き森厳なる責任
感深刻なる真面目を以て吾人は世に処し仕事し
451 非合理 アンチ
31
「人気取りやコケ脅的の小策を弄したり、若輩の
脱線的行為に神経を昂奮さしたりする様な現当
路諸公には、余り大なる仕事は望み難きの感が
451 合理 不明
32
「停頓の此十年間動もすれば国民の精神に弛
緩を生じて、帝都の形は整ふも全体に於て退歩
長期化する復興による精神の堕落に
ついて 451-452 非合理 アンチ
33
「対支関係は政治上の立直しも必要であるが、
夫れよりも人物と財物を経緯としたる事業上の
提携を深広ならしめ経済上社交上の関係を大
に改善することが日支親善策の上乗であると信
19日の記述と矛盾 452 合理 リベラル
34
「国力の充実は所謂国防の整備になる。国力と
は国民の能力、国家の物質力と軍備とである。
今の世の中では軍備は国防の某部を受持つ丈
けで決して全部でない、と云ふことを心掛けて居
452 合理 アンチ
35 9月30日
「政友会も憲政会も貴族院の某派も実業家の大
部も戒厳令の持続を決議し政府に進言して居
る。吾人の見るところでは最早小康を得て居る
様にも思はるるも、識者、資産階級の大部の此
意嚮よりすれば存外尚不穏なる時流の漂ふて
居ると見える。…（中略）…当局は純理のみより
事業打切り等を策せずして、不急の土木でも起
452 合理 不明
36
「帝都復興の建築用材としても、将又地震に懲
り懲りせる帝国民一般の建築用材としても、鉄
の需要は今後大に増加すべき趨勢にありと云
へる。宜しく此機に於て金属工業の一大発展を
452 合理 不明
37
「教育と云へば直ぐ学校を連想し、学校万能で
あるとか学校に過度に恃頼する疾患に一般に
陥り居らざるや。家庭や社会に於ける教育感化
力の偉大なるには余り想到せず、従て之に力を
用ゆるの度も薄く、被教育者も学校を済せば一
452 合理 不明
38 10月7日
「まだまだ自分の考でドシドシ遣り切る立場でも
なけれども、兎に角其間にも最善を尽くて軍国
の御為を図り内外の期待にも辜負せざる様勉
陸軍次官就任の抱負 452-453 不明 アンチ
39 10月31日 「政党政派の外に超越して中正の政治を行はんとする山本伯の心事と理想は混濁せる政界廓 政党政派を超えた政治には賛成している 453 合理 リベラル
40
「貴院の華冑界は概して皇室中心主義を奉じて
居る。之れは大体に於て軍人の信条と一致して
居る。故に軍部が之との接近協同は十分なる可
能性ありと謂つべきである。彼等の大部は政策
や政略よりも彼等の地位の尊重と夫れに適応
453 合理 アンチ
41 12月27日
「之が為内閣の総辞職も大に可なり。然るに至
尊の仁慈によりて其罪責を宥恕せられて留任を
命ぜらるるも尚之を辞するは臣子の分として如
何のものにや。将又斯の如きことが政変の原因
之＝虎ノ門事件 453 合理 アンチ
日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 9月1日
「組閣ヲ中止スルハ兎モ角責任逃レノ観ヲ呈スルニ於
テハ大ニ不可ナリ。寧ロ内輪ノ争、役割論ヲ止メ、一刻
モ早ク責任ヲトリ組閣スベキモノト思考ス。」
この後、12時半に参内、摂政殿下に拝
謁。永田町に行き、閣議。組閣の進捗を
浅五に訊くが、半分しかできていない上
に中止しようかとも言っているため、一刻
も早く組閣すべきと告げる。
121-122 合理 リベラル
2 9月2日
「責任ハ閣員之ヲ執リ、余ハ切腹之ニ当ル覚悟ナリ。
今都下ノ惨状座視スルニ忍ヒス、一刻モ争フノ事態ナ
ルニ、大森トノ交渉ニ時ヲ移スハ断シテ不可ナリト叱言
シ、漸ク浜尾同意セリ。」
同日の日記に、自警団についての記述
があるが、感想はない 122 合理 リベラル
3 9月3日
「十一時、省員一同ニ玄関前広場ニ於テ告別演説ヲナ
ス。大戦末期ニ就任シ、今此ノ国難ニ際シ辞任。感慨
無量。在任中ノ援助ト同情ヲ謝ス。」
123 不明 不明
4 9月6日 「事変後屢々露台ニ上リ西方ヲ望ム。今朝初メテカスカニ富嶽ノ形状旧ニ異ナラサルヲ認メ、稍々安心ス。」
何故富士山の形なのか、という点には言
及なし 124 非合理 不明
5 9月8日 「新大久保駅方面巡視。某人、余ノ巡視ヲ徳トシ、謝詞ヲ云フ。」
内田は3、4、7、8、9、18日などに巡視を
自発的に行っている 124 不明 不明
6 （9月11日）
飯野吉三郎来談。内田が引き続き首相をするものだと
思っていたため、山本の出現は意外であったこと、目
下の懸案事項は後藤の脱線であり、本人や平沼にも
注意を促しておいたとの話。
主語は飯沼 124 不明 不明
7 （9月28日）
ポーランド公使来談。「世界ノ同情ガ各日本ニ集マリ来
ルハ閣下ニ負フトコロ大ナリ、コレ自分等仲間ノ通評ナ
リ、閣下ハ最モ困難ナルトキニ、最モ長ク難局ニ膺リ、
各国トノ親交ヲ図レリ、コレ今日ノ同情アル所以ナリ、
自分来任以来モ閣下ノナセル大事業極メテ多トシテ欧
洲・華府会議等ヲ列挙セリ。」
主語は公使 125 不明 不明
8 12月14日
伊集院外相と会話中、松田副議長が通りがかり内田の
肩を捉え、西園寺が「同公君ヲ称シテ日本一ノ外交家ト
ナシ、外交ハ内田ニ限ル」と言ったと言われ「余、伊外
相ヲ指シテ「コヽニモ在リ」ト。彼顧ミスシテ議場ニ入
ル。」
127 合理 アンチ
内田康哉日記（非常時）
日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 9月1日
「聞く愛知岐阜の地震街上に徹夜をなすこと数日
に亘れりと、今回亦まさに此の如くなるべし、只憂
る所は火災に在り、今や風向屢変じ火鋒頻りに転
回す、今夜必ず此地を焼くべし、早く屋内の貨財を
245 合理 不明
2 9月3日
朝鮮人襲来の説について「市外各処に於ける鮮人
及社会主義者の暴行は、警官の宣伝と民衆の流
言と相俟ちて忽ち全市に伝播して自警団の奮起と
なり、更に地方に流布せられて恐慌を惹起し、遂に
市県を通じて鮮人の虐殺となる。」
事実として語られている 246-247 非合理 アンチ
3 9月4日 弟、甥、姪と再会し「全部無事なりしは真に天幸なりと共に喜び合へり。」 「天幸」という言葉を用いる 247-248 非合理 不明
4 9月6日 「予が親族家眷中一人の死傷者なかりしは真に天佑なりといふべし。」 知人の家族の話の感想 248 非合理 不明
5
「欧米の個人主義、利己主義は漸次我国に侵入し
来りて。此特得の美風を悪化せんとす。大地震の
天譴、庶幾くば国民をして自覚する所あらしめんこ
とを。」
特得の美風は、個人の深い親愛の情、儒
教と仏教の諦めの思想から来る相互扶助 248 非合理 アンチ
6 9月7日
焼跡視察。住友銀行員の忠勇と官公庁の比較。被
服廠を見、浅草寺焼け残りを見て神威を感じる。 248-249 非合理 不明
7
「締盟各国官民の同情努力亦実に感謝に勝へず。
特に米国大使の努力、其東洋艦隊司令官の敏捷
果断なる処置は、真に驚嘆に値せり。」
249 合理 リベラル
小川平吉日記（非常時）
日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 9月1日 「東京、横浜、横須賀の被害甚大、東京大火、横須賀は鎮守府及市街倒潰、横浜火の海と化すと云ふ概報
船橋からの電信により、午後3時に第
一報を受け取る。 65 不明 不明
2 9月2日 「無論御無事ナリシハ慶祝ニ不堪リシ」 会議の結果、東京湾に引き返すことになる。引用は両陛下と摂政殿下の無事 65-66 不明 アンチ
3 9月4日
「船橋無線局に不逞鮮人三百海岸より上陸し襲来すと
の危急電を発す。無根の警報なりしも所長[大森良三、
大尉]の痛心察するに余りあり。彼命を惜むにあらば当
時の場合船橋無かりせば国家暗黒となるを憂慮せしな
らん。海軍当局の不注意怠慢を責むるに足る。」
午前8時佐世保入港。石炭や救護糧食
を積み込む。続報では、皇族や政治家
の消息が語られる。
66 非合理 アンチ
4 9月6日 「運荷船と曳船の不足にて陸揚捗取らず、大に焦慮す。」
横須賀に入る。その後、品川湾に回
航。 67 不明 不明
5 9月9日
「帰艦后小林司令官を呼び、横浜に対する海軍之遣り
口に付意見を述ぶ。要するに、帝国大玄関の番人とし
て此際威信を保持し大災厄に遭ふとも綽々たる余裕を
示せと述べ、且つ横浜海運開拓に努力を促す。」
初めて出省。家族の消息について、天
の助けなどの記述はない 68 合理 アンチ
6 9月10日
「ここに不当なるは、七日頃に陸揚の米僅に千亓百俵
にして他は海軍缶詰、ビスケツト其他の糧品なりしを、
陸軍配給部は二万俵を陸揚する予定なりしに海軍は
僅に千亓百俵しか揚げずと公表す。之を本日の新聞に
掲載せしを以て事実と相違することとなり、大に怒る。」
海軍が持ってきた救護糧食を陸軍が運
ぶことになっていたが、人数が足らず
に作業がストップする事態となった。
68 合理 不明
7 9月12日 「陸揚に兵員を使用するの不利追々思想に顕る。警戒を要すと注意す。」 68 不明 不明
8 9月13日
「戒厳司令部より退去命令を出し、三戦隊司令官と共
に港外へ放逐、第一駆隊の二隻をして追撃、港外に追
出さしむ。三戦司令官は怠慢の嫌あり。米駆を鎌倉、
逗子、小田原に外人救護の口実にて巡航を命じたる如
き之れなり。本省大に不満なるも尤もなり。」
主語はロシア艦レニン 69 非合理 アンチ
9 9月15日
今日迄（震災后）連日静穏の天候続きしは真に天祐な
りと云ふべし。」
この日の天気は荒天。台風が近づいて
いることが翌日の日記に書かれている 69 非合理 不明
10 9月23日 「福田[雅太郎、陸軍大将]戒厳司令官辞職す。大杉栄一家鏖殺事件之責を引く。」 意見・感想なし 70 不明 不明
11 9月29日
「午前より松丸にて隅田川一帯被害地を視察す。惨状
他より甚し。深川被服廠地を弔し、浅草寺を経て帰宅
す。浅草寺亓重塔、山門等火焦もなし。真に一奇異と
云ふべし。」
理由については書かれていない 71 非合理 不明
加藤寛治日記（非常時）
12 10月8日
「本日甘粕[正彦、陸軍憲兵]大尉の公判日なり。彼れ
の遣口最拙、恐く物議をかもさん。彼何故に自殺せざり
しか。大杉の殺し方は拙の拙、縊殺して五戸に投じ（妻
子と共に）煉瓦を投ぜりと云ふ。日本式ならず。伝統的
精神を忘れたり。」
殺したことの是非については書かれて
いない 72 非合理 アンチ
日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 9月1日
「正午空前の大地震起る。一大事件来る！」火災の
中、3回場所を移り、3度目で「俄然愛子を背負ひた
る子守を見失ふ。更に大事件起る。」
不安は2回出現 365 不明 不明
2 9月2日 子守捜索。1度目に家財を逃がしておいた元岡田邸で、全て焼失しているのを発見する「一生の大不幸 不安は1回 365 非合理 不明
3 9月3日 子守捜索。青山前田に遣わした松谷が子供を抱えて帰って来る。「夢かと許りに驚き喜ぶ。」 不安は1回 365 不明 不明
4 9月4日 松谷を連れ家の焼跡を視察。また、食糧不足で家族一同元気なし「惨又惨也。」 解決策は示されていない 365-366 不明 不明
5 9月5日 「此家に厄介となることも心苦し。如何にせんか策な 此の家＝野崎宅 366 非合理 不明
6 9月9日 「銀行の営業開始と東株取引所開始の決定を見ざる間は不安に堪へず。」 斎藤は株を運用している 366 不明 不明
7 9月11日 「食料は最早心配なし。」 366 不明 不明
8 9月12日
「約定の家屋は他人に貸付け他の家屋を借受けん
とす。未だ完成せず居に堪へず。如何にせん。兎に
角此際他に求むべからず。何んでも借れねばなら
ぬ。」「糧食供給通ず。最早心配なし。」
366-367 不明 不明
9 9月13日 「午前川崎銀行芝支店に至り弐百円を引出す。先づ 9日の記述と対応する 367 不明 不明
10 9月21日 「日比谷公園に至り避難民の仮小屋住宅を視察す。彼等の将来は如何に為るべきか。」 視察自体は4日から行っていた 368 不明 不明
11 9月24日 「為す事なく無聊に苦しむ。」 平時と共通する記述 368 不明 不明
12 10月5日 「九時外出、上野公園、浅草、被覆廠に至り焼所、罹災民の光景を視察す。唯々驚くの外なし。」 369 不明 不明
13 10月21日 「氏も前途を悲観すること予と同じ。加藤総裁の無能は党内一般の考なり。困つたもの也。」
氏とは、下岡忠治。総裁は加藤高明を指
す 371 不明 不明
14 12月5日 「政界の前途我党に利あらず。明年の選挙望生せ 我党＝憲政会。理由はなし 375 合理 リベラル
15 12月23日 「臨時議会終らず、政府は政友会の為めに計画を挫かれ解散する能はず。醜態天下の笑を招けり。」 377 不明 不明
16 12月24日 「現内閣頼み尐し。併し普選の一筊を以て進むの外 377 合理 リベラル
17 12月27日
「殿下幸にして無事。大珍事にて政界動揺、内閣総
辞職を為す。後藤内相の外は或は大命により留せ
んか、前途予測する能はず、中心懸念に堪へず。」
虎の門事件 377 非合理 不明
18 12月28日 「不敬事件よりして昨日内閣総辞職を呈し政界暗黒 動揺と策の無い状況から 377 非合理 不明
19 12月29日 「内閣会議の上更に総辞職を為す。政界の前途暗 同上 377 非合理 不明
斉藤隆夫日記（非常時）
日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 9月1日
「併しながら我思うに、この時機は未だ充分
街路の御通過安全なるべしと考へ得る時に
達せざるるを以て、今暫くは赤坂への還啓
は待たせられ、吹上御苑の広芝に御避難
を願ふこそ万全の策」
摂政殿下避難についての判断 380 合理 不明
2
「殿下御性格の偉大なるは今さら申すまで
もなけれども、御着眼の尊きたゞた〱感泣 殿下の見界の広さへの感動 380-381 非合理 アンチ
3
「地震は決して予知すべきものに非ざるを
知りつゝも、其時刻までは何となく気味悪か
余震についての流言に対する
反応 381-382 合理 不明
4
「皇居内振天府の一部飛火のために炎上し
たるも、忽ち消し止めたりとの噂を聞く。心 皇居の心配 382 不明 アンチ
5 9月2日 「今日は留守中避難の必要あるべきを慮り、荷物も必要品のみは持ち逃げの用意を 出勤の様子 383 合理 不明
6
「此日不逞鮮人襲来放火すとか、または午
後一時再び激震あるべしとか、種々の風評 この時点では判断なし 383 不明 不明
7 9月3日 近所の婦人の朝鮮人目撃談に対し「抑も彼等は、世人の恐るゝ不逞鮮人なりしや否 不逞鮮人かどうかは疑問があると明言384 合理 リベラル
8
「平日軍事教育の必要はかかる場合にお
いて痛切に感得せられたり。夜警の人々は
何れも日本刀を佩び、あるいは拳銃を携
軍隊教育の大切さだけでは、判別しにくい384 合理 不明
9
「以上の如き風声鶴唳かはた疑心暗鬼を
生ずるものか、大正の聖世物干に夜干し残
したる白衣が幽霊に見え。提灯が爆弾と誤
らるゝ等、近頃珍しき話なるべし。も尐し落
ち着きあって欲しきものなり。」
385 合理 不明
10 9月4日
神奈川への視察と知事への聞き取り調査
中、「鮮人に就いて兎角の風評高し」という
項で「必ず噂の生ずる所其の真原因あるべ
きも、また良鮮人にして不幸これら暴徒と同
一視せられたるもの必らず多かるべく、これ
らの人にしては実に気の毒に堪へざる次第
なり。」と感想を述べる。
388-389 合理 リベラル
11
松方伯が鎌倉の別荘で咄嗟に机の下に潜
り、負傷せずに助け出されたという話に対し
「流石は千軍万馬お間に馳駆せられし英
傑、その沈着の程、後人の亀鑑と仰ぐべき
のみ。」
389 合理 不明
12
「併せて其の傍にありし大本教の青年を捕
縛せりと。恐らくは主義者ならんか。」 放火現行犯の大本教の老婆が捕まったという話の続き390-391 非合理 アンチ
四竃孝輔日記（非常時）
13
避暑中に全員死亡した松田中佐の家族の
話を受け「而して吾家人一人被害なし。何 391 不明 不明
14
「天地神明の加護また偉大なるを謝せずん
ばあらず。家人と共に益々今後を慎しみ、
以て神明に報ずる所あらんことを誓ふもの
後の天譴の書かれた部分に類
似した記述 391 非合理 アンチ
15 9月5日 一本前の汽車の下に潜んでいた朝鮮人を若者達が撲殺したことを聞き「嗚呼、暴なる 392 不明 リベラル
16
「空腹なれども今朝まで東京に在りて握飯
生活をなし、今尚ほ我が家人は同様の生
活を継続し居るかと思へば、御馳走もなか
392 非合理 不明
17 9月6日
加藤首相の死去がなければ、摂政殿下は
箱根に居た筈であり、加藤は死して尚忠義
を尽くしたと言われ「加藤首相の霊果してこ
393 非合理 アンチ
18 9月8日 余震はあるが、電気・市電が回復したため「危険期は既に去りたるが故に、今後は関 393 非合理 不明
19 9月10日
「本庄附近には社会主義者、水平社首脳者
等あり。些細の事に梵鐘を乱打し、地方民
を驚かしては警官または官憲を騒がすが
6つの原因が挙げられている
が、まとめると社会主義者や水
平社関連の人々が原因として
394 非合理 アンチ
20 9月15日 救護名目のロシアの艦隊が追い払われる 感想なし 396 不明 不明
21 暴利取締令について「其の処置なかなか峻 396 合理 リベラル
22 9月18日 「本日付軍縮に伴ふ廃艦の件御裁可ありた 感想なし 398 不明 不明
23 9月19日 摂政殿下の御成婚延期発表 感想なし 398 不明 不明
24 9月21日 甘粕事件についての第一報 何があったかはこの段階では分かっていない399 不明 不明
25 9月25日
甘粕事件続報について「国家の蠧毒と信じ
てこれを殺害したる同大尉の行為は感服の
外なきも、職責柄世間兎角の批評なき能は
400 非合理 アンチ
26 9月26日
家族を引き連れ「明治神宮に参拝し、今回
の天譴を免れたる御礼を黙禱せしむ。神宮
社殿聊かも損傷被害なかりしは全く愕くの
外なし。拝する者をして益々尊崇の念を深
からしむ。」
400 非合理 アンチ
27 10月15日
両陛下が日光から御還啓。この時の供奉
員の服装が簡略化されていることに対し
「簡略主義もよけれども、これでは余りにも
極度の簡略、両陛下の供奉としては大いに
考慮すべきものに非ずやと思はる。」
前半では簡略主義を認めている 402 合理 アンチ
28 10月23日 靖国神社大祭。震災後であるため正服ではなく礼装で、余興もなく寂しい祭典だった 403 不明 不明
29 10月31日 天長節祝日ではあるが、震災後であるため全てが簡略化されている。 404 不明 不明
30 11月23日
新嘗祭。麹町の大通りで通行人が無い中
で電話線工事の労働者が懸命に努力して
いるのを見て「これまた復興気分か。」と感
406 不明 不明
31 12月27日 虎ノ門事件について 詳細は書かれているが、感想なし 410 不明 不明
32 12月28日
早朝赤坂離宮に参向。摂政殿下に拝謁し
たが「殿下御機嫌麗しく御別条あらせ給は
ぬも、何となく御沈鬱の御模様なきにもあら
侍従武官府からの情報に、犯
人が「共産主義社会主義等の
書」を読んでいることが書かれ
410-411 非合理 アンチ
日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 9月1日 「家族は幸に無事なりし時に東京市は大火災を起し、ついに未曾有の事態を惹起し、いわゆる灼熱地 天祐などの文字はなし 348 不明 不明
2 9月4日
「其状況を見て適当に区處せらることの旧套を脱せ
す、延て国家に及ほすの憂大なるものあるを感し、
研究会を鞭撻して監視督励せしめんことを考案して
皈邸せり」
樺山、福原、田中、勝田、山座未亡人、池
田、北野禅師、田中大将、後藤新平を順
に訪ね、災害善後策について語らう。
→5日、6日に監視のための根回しを行う
348 合理 リベラル
3 9月9日 「本夕福原男爵と共に田中陸相を訪ひ、震災善後策と将来の政局に関し協議す」 内容不明 348 不明 不明
4 9月10日
「震災善後策は単なる復興救護の問題にあらず、実
に我国興亡の岐るゝ処にして、先つ国家社会政策の
徹底的実行に俟って統一せる社会組織を建設する
歟否の根本問題を定めさるへからさる所以を力説
し、研究会は宜しく民意に基き最善を尽くされんこと
を告けたり」
歟否＝可否 349 合理 リベラル
5 9月25日
「萬古無比の大災害に際し、其善後策に対し世上甚
だ其人なきの観あり。遂に坐視するに忍びず筆を採
り、国難匡救の一路なる意見本日脱稿、半沢君に嘱
し印刷に付せり」
送り先は樺山氏 349 不明 不明
6 11月24日 「復興の大業に対する山本内閣の施設は国民の期
待に反し、国家を危地に導くものなり」
この見解に立って、内閣を倒そうと画策、
倒壊は目前となった
349-350 合理 不明
7 12月19日
「山本首相の胸裏或は議會解散を断行するなきを保
し難し。」「午后一時半皈京せるに山本首相は政友
會の修正に屈服する旨を宣すと聞き、余りに無意氣
地に呆然たり」
350 合理 不明
8 12月20日 「水野子爵を訪ひ、研究會の態度に関し方寸を與へ、研究會か山本内閣の最后の止めを刺すことに 350 合理 不明
9 12月21日 「政府をして其責任を理解し勇退せしむべき方策を 福原との会話 351 合理 不明
10 12月23日
「之れ十月以来経済復興ならさる可からすとの主張
より遂に茲に到れるものにて、山本内閣の基礎彌々
薄弱無力を表現せしめたり」
351 合理 不明
11 12月27日
「近次我邦の實相は恁る不逞の徒を産むべき状態
にあるを嘆くや久し。果して事實として現る。幸に殿
下恙なきを得、而かも之に依りて國運の轉換を期す
るを得は、以て幸なりとせん」
虎ノ門事件について 351 合理 アンチ
西原亀三日記（非常時）
日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 9月5日 山本伯の元を訪れ「気概旺盛、難局に際し誠に心強き感あり。詔勅の事、遷都云々の事、
8月から続く山本への期待。
天祐ではなく、奇蹟 87 非合理 リベラル
2 9月7日 「被害地御視察の事、取締りの関係上数日間御延期の事に申合済み。」
取締りの見込みが立たない以上、一
日を争うことでもないとしている 87-88 合理 アンチ
3 9月11日
「各殿下此際に於ける御態度如何は皇室の
御徳に影響するに付細心の注意を要し、進ん
で救恤、各御殿、公用其他に提供等の事を訓
88 合理 アンチ
4 9月13日
摂政殿下の御成婚延期と遷都論の流布で市
議会議員が狼狽し、一地方なので延期しない
で欲しいと懇願。対して牧野は「市民の熱心
云々も多尐打算的の感を禁ずる能はざり
き。」
88 合理 リベラル
5 9月16日
「此事に付ては世間には種々の意見あるも、
殿下の御尊重且御傾聴被遊候て可然重臣等
其外皇室并に殿下の御為めを誠意を以て考
慮致す人々の意向は、大体此際御婚期に付
ては殿下に被為置何等かの御思召ある事と
御期待申上居る様に観察致す次第に付、只
今拝承致したる優渥なる御思召を申聞かさ
ば、彼等のみならず一般人民は斯くまでに国
民の安否を気遣はせらるゝかと深く有難味を
感載可致」
御成婚延期について、摂政殿下から
直接話を聞き、その思慮深さに感激
する。
89 非合理 アンチ
6
「如此問題に付殿下御熟考被遊、御自発にて
御決心被為候事は実に結構の事にて、将来
総て天職を御尽し被遊候場合も御同様に御
反省、十分御焦思被遊候御慣習を御養成被
為候一端にて、誠に賢き事の極みにて、承は
る者一同恐悦の感に打る。」
89-90 非合理 アンチ
7 9月18日
「只十万の亡霊を弔ふ方法未だ立たざる様に
見受けらる。」とし、その理由としては「多数の
遭難者は明治天皇様の御世に出生したる
人々なるべく、其霊を慰むる方法成立せば明
治天皇様も御心安く御思召さるべし」と
90 非合理 アンチ
8 9月20日 「倉富氏震火災善後策に付意見書持参。尚口頭陳述の次第あり。省内折合を気遣ひたる結 意見書の内容は不明 91 不明 不明
9 10月11日 「永田市長入来。大震災死亡者弔慰の方法に付最近の形行開陳するところあり。」 形行の内容はなし 93 不明 不明
10 10月13日 「皇后陛下へは震火災死亡者御弔慰之件、慈恵会再興に付最近の形行言上。」 93 不明 不明
牧野伸顕日記（非常時）
11 10月30日
「山本伯入来。普選、甘谷（甘粕大尉のこと）、
復興問題に付形行内話あり。」 感想はなし 95 不明 不明
12 11月4日
復興事業について伊東伯と後藤新平の間に
意思の隔絶があり、伊東が攻撃しているが、
外聞が良くないため、攻撃を中断してほしいと
俵孫一が言い、伊東伯もそれを了としたという
話。大石正巳や犬養毅も後藤を嫌っていると
いう情報がもたらされる。
全編俵の話で、牧野の感想はなし 96 不明 不明
13 11月12日 第十亓銀行の取締役との懇談。宮内省改革に伴い、退職者を第十亓銀行の重役として採 主語は第十亓銀行の頭取 97 不明 不明
14
「同人との内談に、第十亓に対しては兼て薩
派云々の攻撃あり、政変の場合の如き必らず
起る問題なれば、此際根本的に其原因を除き
同行の為め基礎を固くし、株主の安心を来た
し度、夫れには自分及巌君抔、前記攻撃の的
になる人々は引退する方宜敷かるべく、此れ
は突然の思出に無之、久々敷熟考の結果な
れば相当の時期には現出するに至るべく、其
節は宮内省にも華族一般に大関係ある銀行
97 不明 不明
15 11月20日 「小村俊三子入来。亀戸事件に付熟誠の意見開陳。容易ならざる問題なり。」 感想はなし 99 不明 不明
16 11月21日
第一次山本内閣時の外交事件の対処を思い
出してもらい、それに準ずる対処を行うよう 昨日の続き 99 不明 不明
17
秩父宮の晩餐に伺候。「全く御平生の御食事
にて一汁三菜なり。然かも極めて普通粗末の
御料理にて御平生を伺はれ実に美風と感佩
皇族が普通であることを美徳とするの
は、保守主義と対立する 99 合理 リベラル
18 11月23日
「今日午後伊集院男入来。前期小村主張の
支那人虐殺事件に付成行の詳話。」小村主張
のままいくと、虐殺に加えて甘粕事件で内閣
は破綻し、政変は必至である。対して牧野は
「固より内閣問題となりては又大に考慮を要
すべく、夫れまでに到らず治まらずや」と反論
するも簡単にはいかないため、小村が丸く収
めるように処置するとのこと。
山本首相の肩を持つ牧野が問題を軽
く見ている部分が見受けられる 99-100 非合理 リベラル
19 11月26日
五上蔵相から、第十亓銀行の頭取の進退問
題について相談。薩派云々の懸念はもっとも
であるとしながら、今辞めると、松方関連の債
務始末が困難になるため。牧野はその債務
が四千万あることが初耳だったため驚き「蔵
相の心遣無理ならずと考ふ。」と
100 合理 不明
20 12月4日
甘粕事件と支那人虐殺事件の続報報告。内
閣問題にするか否かはまだ未定 山本伯の考えであり、牧野ではない 102 不明 不明
21 12月6日
外相に甘粕、中国人誤殺事件について内閣
進退問題を訊いたところ、知らないと言われ、
午後にもう一度話し合った時の記述「閣臣進
退は目下の情勢其結局の帰着は何れにあり
とするも、問題を起すさへも余程慎重に考慮
せざれば軽々に処置すべき事にあらずと信
ず。」
「支那人誤殺事件」とあることから、こ
の時点では既に流言であったことが
定着しているか
103 非合理 リベラル
22 12月8日
「此際の処置としては経費を出来る丈け節約
し厳密なる緊縮方針を取り、以て歳入出の調
節を計る目的なり。就ては此際別に帝室の財
103 合理 リベラル
23 12月9日
進退問題の弁明について。「因て為念世間の
誤解浮説の生じ易き事柄にして、且つ時機に
於て如何にも態とらしく聞ゆるを以て一層入
念の精思を要すべし」
104 非合理 リベラル
24 12月11日
開院式にて「殿下御朗読振り一段の御進歩な
り。参列者一同多大の感動をなしたるが如
し。」
104 不明 アンチ
25 12月27日
虎の門事件について「唯々恐懼の外なく、近
来思想の推移益々甚しく、国体に関係する観
念さへ驚くべき変化を一部国民に懐かしむる
に至りたるは事実にして、固より極めて尐数
に限りたる事申すまでもなき事なれど、実際
に其出現を試みる者顕はるべしと考え得ざる
ところなりしに、此大不敬事を目撃するに当り
ては人心度を失ふの恐るべきを痛感し、幸ひ
天祐に依り何等御障りなかりしも、前途実に
憂慮限りなき次第なり。」
天祐は信じている 108 非合理 アンチ
26
殿下遭難後、平時と変わらない態度に「実に
感佩の至りに堪へず。」その後の勅語の感想
は「一同感激の状檀上より見受けたり。」
108 不明 アンチ
日付 内容 備考 ページ 合理性 リベラル
1 9月2日
「以上の如くして、挙国一致内閣とは称するものゝ実は
寄木内閣の感あり。今は大震災の為め閣員一致事に當
るべきも、時局平定後は随分六ヶ敷内閣ならん乎（九月
十一日草す）。」
親族の消息、山本内閣組閣の経緯が主
な内容。ただし引用部は11日に記述 261 合理 不明
2 9月5日
「予は具に東京其他東海道各地小田原等の災害の実
情を報じたる後、静岡県下に入るや小児婦人に至るま
で罹災者の救助に力を竭くし互助同情の限りを致し居る
所を見、且つ米と梅干さへあれば何事にも耐へ得る我
国民性の頼むべきを見受けたりと申せしに、公は欣んで
夜に西園寺公望邸（興津）へ行き、談話を
する。引用部はその発言内容。 261 不明 アンチ
3 9月16日
「鮮人が放火したりと云ふことは別とし、他に放火したる
もののあることは疑ふの余地なきに拘らず、斯く責任者
の断言することは他日朝鮮統治上外国の干渉又は煽
動を招くの結果を誘致することなきやを予は憂慮せり。」
湯淺警視総監が震災の火災について、一
件の放火もなかったと告示したことについ
て。
262 合理 アンチ
4 9月21日
「小田原より帰京の途中新聞紙上福田戒厳司令官の更
迭、甘粕大尉の停職并に軍法会議に附せられたる記事
を見、一驚を喫したり。」
翌日、福田に会いに行こうとするが、不在
で面会できなかった。 262 不明 不明
5 9月23日
「予は福田司令官罷免の件は軽からざることを思ひ、
種々情報を聞きしに、容易からざる風説あり、国家の為
め憂慮に堪へず。」
263 合理 アンチ
6
「予は今軽率に即答は出来ざるも、頗る同感の節あり、
心配しつゝある旨答へ置けり。甘粕大尉停職の話等も
出て、同氏は種々憂慮し居らるゝものゝ如く察せられた
り。」
復興審議会への後藤の処置には納得で
きないことが多く、内閣が短命に終わるの
ではないかという横田千之助への返答。
263 合理 不明
7 10月13日 「十年前の山本伯と較べて今日の伯は餘程ぼけ氣味の様見受けられますと答へたる」
西園寺が最近の後藤のやり方は露骨す
ぎると牧野に伝言をし、山本首相に伝える
ように言っていたが、山本はそれを信じず
動いたという話に対し、西園寺が山本は
衰えたかと松本に訊く。その返答
270 不明 不明
松本剛吉日記（非常時）
8 12月6日 「予は権兵衛失脚するも思想問題に対しては矢張り中間内閣軍人首相の議を持出し置けり。」
西園寺と内閣瓦解後の後継者について
訊かれた時の発言 273 合理 リベラル
9 12月9日 「予は現内閣の命數幾何もなきことを確めたり。」
財部海相との談話中の発言。財部は現内
閣について改善案を松本に求め、松本は
手遅れではあるが愚案であればというこ
274-275 合理 リベラル
10 12月17日 「此夜予算委員会席上にて宮古代議士の質問に対し、後藤内相は大杉栄と二回会見し金亓百円を與へたる旨 275-276 不明 不明
11 12月19日
「小田原にて夢に明治明治大帝を見、大帝の御告をあ
り〱と拝したり。其仰に、山本権兵衛は山縣が能く知り
居るが迚も並大抵では退くものに非ず、豫算の返上でも
やらねば退かぬと仰せられ、此時目醒め、時計を見しに
次の日、横田を持ち上げるためにこの夢
を利用する 277 非合理 アンチ
12 12月27日 「殿下には何の御異状もあらせられざりしは御運目出度き次第なりき。之が為め人心極度に緊張し、物情容易な 280 不明 アンチ
13 12月28日
「今日の如く思想問題を放任し置くことは國家の為由々
しき大事の起ることゝ思ひます、故に政党論は別として、
矢張り中間内閣様のもの即ち軍閥内閣を組織せしめら
れ、選挙の公平を旨とし、然る後政党に政権を行はしむ
西園寺から、山本が辞めたら次はどうす
るかという相談の返答。 280 合理 リベラル
